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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

長
い
影
に

秋
の
足
音

宮城県とNYから訪問
　

伊
達
政
宗
が
派
遣
し
た
慶
長

遣
欧
使
節
団
が
ス
ペ
イ
ン
に
到

着
し
て
４
１
０
年
目
の
節
目
の

今
年
、
宮
城
県
民
か
ら
参
加
希

望
者
を
募
り
「
令
和
遣
欧
使
節

団
２
０
２
４
」
と
し
て
10
月
16

日
か
ら
9
日
間
ス
ペ
イ
ン
・
イ

タ
リ
ア
の
慶
長
使
節
団
の
足
跡

を
辿
る
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ

る
。
２
０
１
９
年
以
来
5
年
ぶ

り
に
日
本
人
の
血
を
引
く
末
裔

と
さ
れ
る
ハ
ポ
ン
さ
ん
た
ち
と

の
交
流
も
深
め
る
。
さ
ら
に
、

新
た
に
合
唱
団
「
コ
ロ
・
は
せ

く
ら
」
を
結
成
し
、
使
節
団
ゆ

か
り
の
深
い
コ
リ
ア
・
デ
ル
・

リ
オ
市
と
チ
ビ
タ
ベ
ッ
キ
ア
市

に
て
現
地
の
市
民
合
唱
団
と
合

同
演
奏
会
を
開
く
。

　

こ
の
「
コ
ロ
・
は
せ
く
ら
」

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
合
唱
団
Ｊ

Ｃ
Ｈ
「
と
も
」
が
加
わ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
Ｎ
Ｙ
か
ら
一

緒
に
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
で
今
回
Ｊ
Ｃ
Ｈ

か
ら
は
同
合
唱
団
の
元
音
楽
監

督
を
務
め
た
白
田
正
樹
さ
ん
を

含
め
16
人
が
参
加
、
現
地
で
仙

台
か
ら
派
遣
さ
れ
る
約
30
人
と

合
流
す
る
。

 　
白
田
さ
ん
は

「
伊
達
政
宗
が

支
倉
（
は
せ
く

ら
）
常
長
を
大

使
と
し
て
派
遣

し
た
慶
長
遣
欧

使
節
が
ス
ペ
イ

ン
に
到
着
し
て

４
１
０
年
。
そ

の
節
目
の
年
に

コ
ロ
ナ
禍
で
一

時
途
絶
え
て
い

た
日
西
お
よ
び

日
伊
文
化
交
流

が
再
開
で
き
る
の
は
嬉
し
い
。

特
に
今
回
は
常
長
直
系
の
14
代

当
主
と
支
倉
本
家
の
末
裔
も
参

加
し
、
宮
城
県
議
会
議
長
や
石

巻
市
長
ら
か
ら
預
か
っ
た
親
書

を
セ
ビ
リ
ア
市
長
、
コ
リ
ア
・

デ
ル
・
リ
オ
市
長
、
チ
ビ
タ
ベ

ッ
キ
ア
市
長
に
手
渡
す
予
定
で

そ
の
歴
史
的
な
意
義
は
大
き

い
。
常
長
ゆ
か
り
の
宮
城
県
の

都
市
や
常
長
が
滞
在
し
た
世
界

の
各
都
市
の
間
で
単
に
観
光
だ

け
で
な
く
教
育
、
文
化
、
経
済

面
で
も
強
い
協
力
関
係
を
築
こ

う
と
い
う
『
ハ
セ
ク
ラ
・
リ
ー

グ
』
の
目
指
す
使
節
で
も
あ
る

か
ら
だ
。
ま
た
Ｎ
Ｙ
の
Ｊ
Ｃ
Ｈ

「
と
も
」
は
以
前
か
ら
音
楽
を

通
し
て
、
コ
リ
ア
・
デ
ル
・
リ

オ
市
の
ハ
ポ
ン
さ
ん
達
や
合
唱

団
と
交
流
し
て
き
た
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
も
何
度
も
招
待
し
て

い
る
し
、独
自
に
セ
ビ
リ
ア
市
、

コ
リ
ア
・
デ
ル
・
リ
オ
市
、
チ

ビ
タ
ベ
ッ
キ
ア
市
で
演
奏
会
を

し
て
き
た
。
特
に
チ
ビ
タ
ベ
ッ

キ
ア
市
の
聖
殉
教
者
教
会
で
着

物
を
着
た
マ
リ
ア
様
を
背
に
宗

教
曲
を
歌
っ
た
事
な
ど
貴
重
な

思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。今
回
、

こ
の
使
節
の
一
員
と
し
て
宮
城

県
で
新
た
に
結
成
さ
れ
た
合
唱

団
と
合
流
し
、
ス
ペ
イ
ン
、
イ

タ
リ
ア
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
こ
と
で
『
ハ
セ
ク
ラ
・
リ
ー

グ
』
の
広
が
り
に
大
い
に
貢
献

で
き
る
と
思
う
。
今
後
と
も
、

Ｊ
Ｃ
Ｈ
『
と
も
』
の
果
た
す
役

割
は
大
き
い
」
と
語
る
。

支倉常長

 

チ
ビ
タ
ベ
ッ
キ
ア
市
の
支
倉
像
の
前
で

（
２
０
１
９
年
、Photo Kyoko Gasha)

令和遣欧使節団
410年目の節目

日
欧
の
末
裔
が
再
会
へ

合
唱
団
交
流
で
つ
な
ぐ
歴
史

　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
秋
は
突
然
や
っ
て
く
る

い
つ
も
と
同
じ
時
間
に
駅
に
着
い
て
も

影
の
長
さ
が
今
日
は
違
う

　
東
の
窓
に
太
陽
が
低
く
昇
り
は
じ
め
る

影
の
数
だ
け
そ
れ
ぞ
れ
の
１
日
が
始
ま
る

（
10
月
１
日
午
前
９
時
、
グ
ラ
ン
ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
で
、

写
真
・
三
浦
良
一
）

https://www.restaurantnippon.com/
https://slide-method.com/welcome/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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第
12
回
カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー

ル
公
演
〜
花
と
芸
術
の
祭
典 

Japanese style

〜Kajiki‘s 
Show

が
10
月
３
日
（
木
）
午

後
７
時
30
分
か
ら
、
カ
ー
ネ
ギ

ー
ホ
ー
ル
の
ワ
イ
ル
・
リ
サ
イ

タ
ル
ホ
ー
ル
（
７
番
街
と
57
丁

目
）
で
開
催
さ
れ
た
。
無
料
招

待
チ
ケ
ッ
ト
制
で
、
来
場
者
に

は
ス
ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
ネ
ッ
ク
レ

ス
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
。

　

司
会
は
梶
木
敏
巳
と
西

岡
舞
。
出
演
者
は
、Team 

KAGUYA

（
朗
読
・
歌
・
舞
）、

声
優
の
美
月
あ
い
＆
た
え
、
千

尋
（
歌
）、
綱
島
芽
浬
（
バ
レ

エ
、
14
歳
）、
ヒ
ー
リ
ン
グ
シ

ン
ガ
ー
こ
こ
り
＆
ピ
ー
ス
エ

ン
ジ
ェ
ル
ズ
（
歌
・
コ
ー
ラ

ス
）、
ミ
ラ
ク
ル
バ
ー
ド
（
歌

＆
ピ
ア
ノ
）、
茶
道
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン (

茶
道
＆
フ

ル
ー
ト
・
ピ
ア
ノ
）、
絆
（
日

舞
と
ピ
ア
ノ
演
奏
）
安
久
親

子
3
人
、Future-inspired 

Kimono Show （
着
物
反
物
シ

ョ
ー
74
人
）、
コ
ト
ダ
マ
ロ
ッ

ク
（
和
歌
を
ロ
ッ
ク
で
歌
う
）

坂
井
洋
一
＆
フ
レ
ン
ズ
バ
ン
ド 

コ
ト
ダ
マ
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド　

坂

井
洋
一 : 

映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
兼
映
画
バ
イ
ヤ
ー
・
作
詞
作

曲
家
・
古
代
史
ハ
ン
タ
ー
（
言

語
学
を
含
む
古
代
史
セ
ミ
ナ
ー

公
演
）、
琉
球
芸
能
＆
和
太
鼓

『
花
火
‐HANABI

』、
圧
巻
は

沖
縄
の
伝
統
文
化
と
和
太
鼓
。

着
物
ド
レ
ス 

（
着
物
を
切
ら
ず

に
ド
レ
ス
と
し
て
着
付
け
る
新

し
い
ス
タ
イ
ル
）
た
え
、Petit 

Allonge Bella NY 

（
バ
レ
エ
）

イ
ザ
ベ
ラ
＆
生
徒
た
ち
が
舞
台

で
華
や
か
な
演
技
を
繰
り
広
げ

た
。
今
年
は
、
例
年
に
な
く
客

席
で
ア
メ
リ
カ
人
観
客
の
顔
が

多
く
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
日

本
文
化
に
対
す
る
関
心
の
高
ま

り
を
う
か
が
わ
せ
た
。

カ
ジ
キ
ズ
シ
ョ
ー

第12回カーネギーホール公演

花と芸術の祭典

https://www.nipponclub.org/
mailto:contact@jvta-la.com
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/index.html
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衆
議
院
議
員
選
挙
が
10
月
15

日
公
示
、
27
日
投
開
票
で
実
施

さ
れ
る
見
通
し
と
な
っ
た
。
選

挙
の
た
び
に
思
う
の
だ
が
、
何

と
し
て
も
在
外
有
権
者
の
利
害

代
表
を
国
会
に
送
り
た
い
と
思

う
。
以
前
に
問
題
提
起
し
た
の

は
、
在
外
票
を
固
め
て
参
院
の

全
国
比
例
代
表
に
1
議
席
か
ら

2
議
席
を
送
る
と
い
う
構
想

だ
。
け
れ
ど
も
今
回
は
衆
院
選

で
あ
り
、
こ
の
方
法
は
使
え
な

い
。衆
院
の
場
合
は
と
に
か
く
、

一
番
大
事
な
小
選
挙
区
に
お
い

て
、
在
外
票
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な

っ
て
し
ま
う
の
は
困
る
。
こ
こ

は
、
制
度
の
改
正
を
伴
う
問
題

で
あ
る
が
、
在
外
選
挙
区
と
い

う
の
を
衆
議
院
の
小
選
挙
区
に

１
枠
か
ら
２
枠
設
定
し
て
も
ら

い
、
そ
の
選
出
議
員
が
在
外
日

本
人
の
利
害
代
表
と
し
て
国
会

で
活
躍
し
て
も
ら
う
の
が
良
い

よ
う
に
思
う
。

　

仮
に
２
議
席
を
確
保
で
き
た

と
し
た
ら
、
地
理
的
な
区
分
で

２
選
挙
区
を
分
け
る
の
で
は
な

く
、
在
外
の
通
算
年
数
で
10
年

以
上
は
Ａ
選
挙
区
、
10
年
未
満

は
Ｂ
選
挙
区
と
分
け
る
と
い
う

考
え
方
も
あ
る
。
在
外
年
数
が

短
い
人
は
、
そ
の
多
く
が
日
本

に
本
帰
国
す
る
可
能
性
が
高
い

し
、
子
ど
も
の
教
育
や
企
業
と

の
関
係
な
ど
日
本
在
住
時
の
利

害
関
係
を
引
き
ず
っ
て
い
る
、

そ
の
場
合
は
、
こ
の
Ａ
選
挙
区

の
議
員
を
選
ぶ
際
に
は
日
本
の

政
権
選
択
に
近
い
判
断
に
な
る

で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
１
０
年

以
上
と
も
な
れ
ば
在
外
の
生
活

環
境
に
定
着
し
て
お
り
、
日
本

と
の
関
係
は
出
入
国
や
税
制
、

老
親
の
ケ
ア
体
制
、
老
後
の
本

帰
国
な
ど
特
定
の
問
題
に
な
っ

て
い
く
。
こ
ち
ら
の
Ｂ
選
挙
区

の
代
表
は
在
外
日
本
人
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
動
き
方
を
し
て
も

ら
う
こ
と
に
な
る
。
勿
論
、
Ａ

と
Ｂ
に
共
通
の
利
害
と
な
る
事

項
に
つ
い
て
は
、
連
携
し
て
２

議
席
の
パ
ワ
ー
を
活
か
し
て
動

い
て
も
ら
う
の
だ
。

　

で
は
、
実
際
に
在
外
邦
人
と

し
て
、
何
を
ど
う
要
求
し
て
ゆ

く
か
だ
が
、
問
題
は
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
今

回
は
４
点
挙
げ
て
み
た
い
。
１

つ
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
あ

る
。
在
外
生
活
を
送
る
場
合
に

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
特
に
必
要

は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
過
去
に

番
号
を
振
ら
れ
た
人
か
ら
順
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
か
す
動
き

が
出
て
い
る
。
た
だ
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
日
本
の
銀
行
口
座
と

紐
づ
け
さ
れ
た
途
端
に
「
非
居

住
者
」
だ
と
判
明
し
て
口
座
閉

鎖
に
追
い
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
が

あ
る
と
い
う
。
政
府
や
銀
行
が

海
外
逃
亡
中
の
凶
悪
な
詐
欺
団

や
強
盗
団
と
対
決
し
て
い
る
と

い
う
事
情
は
理
解
で
き
る
。
だ

が
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」
と
い
う

の
は
、
そ
う
し
た
悪
質
な
人
物

で
あ
る
か
な
い
か
を
判
別
す
る

の
も
一
つ
の
機
能
で
あ
る
は
ず

で
、
正
直
に
紐
づ
け
た
ら
口
座

閉
鎖
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。

　

２
つ
目
は
、
国
際
売
春
組
織

の
存
在
だ
。
近
年
、
単
身
で
来

米
し
た
日
本
人
女
性
が
、
入
管

で
厳
格
な
取
り
調
べ
を
受
け
る

ケ
ー
ス
が
続
出
し
て
い
る
。
本

人
に
は
全
く
非
が
な
い
の
に
犯

罪
者
扱
い
と
い
う
不
快
な
経
験

に
な
る
。
そ
れ
も
こ
れ
も
、
悪

質
な
売
春
組
織
が
日
本
人
女
性

を
勧
誘
し
て
い
る
か
ら
で
、
そ

の
取
締
り
が
不
徹
底
な
せ
い

だ
。
日
本
の
警
察
は
送
り
出
し

側
の
問
題
と
し
て
当
事
者
意
識

を
持
っ
て
米
国
当
局
と
協
力

し
、
こ
の
種
の
問
題
を
根
絶
す

べ
き
だ
。
と
に
か
く
日
本
人
女

性
が
単
身
渡
航
す
る
と
、
売
春

予
備
軍
と
み
な
さ
れ
て
「
別
室

送
り
」
と
な
る
の
は
異
常
で
あ

る
。

　

３
点
目
は
税
制
の
問
題
だ
。

在
米
年
数
の
長
い
邦
人
が
日
本

に
本
帰
国
し
て
居
住
者
に
な
れ

ば
全
世
界
合
算
課
税
と
な
る
の

は
当
然
だ
。
だ
が
、
そ
の
後
に

配
偶
者
が
死
去
し
て
一
定
額
の

遺
族
年
金
（
例
え
ば
社
会
保
障

年
金
の
夫
婦
の
差
額
の
半
額
な

ど
）
の
受
給
権
が
残
っ
た
場
合

に
、
現
在
の
日
本
の
税
務
署
は

「
相
続
財
産
」
だ
と
し
て
、
残

さ
れ
た
人
の
平
均
余
命
ま
で
の

通
算
額
に
相
続
税
を
課
す
と
い

う
。こ
れ
は
余
り
に
理
不
尽
だ
。

　

４
点
目
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対

応
だ
。
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
や
エ
ボ
ラ
出

血
熱
の
よ
う
な
強
毒
性
の
ウ
ィ

ル
ス
で
あ
れ
ば
、
日
本
は
島
国

の
特
質
を
活
か
し
た
感
染
対
策

を
す
る
の
は
当
然
だ
。
だ
が
、

コ
ロ
ナ
禍
に
際
し
て
は
ウ
ィ
ル

ス
が
弱
毒
性
だ
と
判
明
し
た
後

も
、
在
外
日
本
人
に
は
検
査
を

義
務
付
け
た
り
、
ア
プ
リ
で
追

跡
し
た
り
入
国
後
も
病
原
菌
扱

い
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
外
国

在
外
有
権
者
の
代
表
を
送
る
可
能
性
を
考
え
る

　

ア
ッ
プ
ル
の
元
Ｃ

Ｄ
Ｏ
（
最
高
デ
ザ

イ
ン
責
任
者
）、
ジ

ョ
ナ
サ
ン
・
ア
イ

ブ
氏
が
創
設
し
た

LoveFrom

社

とOpenAI

の

Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
サ

ム
・
ア
ル
ト
マ

ン
氏
が
手
を
組

み
、
ソ
フ
ト
バ

ン
ク
の
孫
Ｃ
Ｅ

Ｏ
か
ら
の
10
億
ド
ル
の
支

援
を
受
け
て
Ａ
Ｉ
を
意
識

し
た
全
く
新
し
い
概
念
の

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
を
創
り
出

そ
う
と
し
て
い
る
、
と
い

う
主
旨
の
記
事
が
英
国
フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
タ
イ
ム

ズ
紙
に
掲
載
さ
れ
、
十
数

年
に
わ
た
っ
て
消
費
者
向

け
の
Ｉ
Ｔ
文
化
を
け
ん
引

し
て
き
た
ス
マ
ホ
社
会
が

終
焉
し
、
つ
い
に
時
代
は

誰
に
も
想
像
も
つ
か
な
い

よ
う
な
新
た
な
時
代
に
移
行
し

つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
議
論
が
一
部
ネ
ッ
ト
ユ
ー

ザ
ー
の
間
で
盛
り
上
が
り
つ
つ

あ
る
。

　

こ
の
3
人
が
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
や
関
連

す
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う

な
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
実
現
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
か
な
ど
、
詳

細
に
つ
い
て
外
部
の
人
間
は
知

る
由
も
無
い
が
、
ア
イ
ブ
氏
と

ア
ル
ト
マ
ン
氏
は
ス
マ
ホ
に
代

わ
る
「
人
が
Ａ
Ｉ
と
関
わ
る
際

に
、
よ
り
自
然
か
つ
直
感
的
な

ユ
ー
ザ
ー
体
験
を
可
能
と
す
る

端
末
」
作
り
を
念
頭
に
お
い
て

い
る
ら
し
い
。

　

こ
れ
だ
け
生
活
の
中
に
浸
透

し
、
手
放
す
こ
と
の
出
来
な
く

な
っ
て
い
る
ス
マ
ホ
が
、
一
夜

に
し
て
見
た
こ
と
の
無
い
よ
う

な
新
し
い
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
に
取

っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
は
到
底
想

像
で
き
な
い
が
、
考
え
て
み

れ
ば
初
代iPhone

が
発

表
さ
れ
た
の
は
２
０
０
７

年
。
僅
か
18
年
弱
の
間
に

世
の
中
が
こ
れ
だ
け
変
わ

っ
て
い
る
し
、
特
に
デ
ジ

タ
ル
端
末
に
対
す
る
適
応

が
早
い
若
い
世
代
は
、
新

し
く
便
利
な
も
の
が
出
て

く
れ
ば
、
手
に
し
て
い
た

ス
マ
ホ
に
拘
る
こ
と
な
く

簡
単
に
新
し
い
「
そ
の
何

か
」
に
乗
り
換
え
る
で
あ

ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像

が
つ
く
。
ま
た
、
こ
の
端

末
に
よ
り
、
社
会
的
な
問

題
に
な
り
つ
つ
あ
る
ス
マ

ホ
へ
の
依
存
性
や
、
ス
ク

リ
ー
ン
を
ス
ク
ロ
ー
ル
し

続
け
る
こ
と
に
よ
る
身
体

的
・
精
神
的
ス
ト
レ
ス
が

少
し
で
も
軽
減
さ
れ
る
よ
う
な

事
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
社
会

全
体
が
彼
ら
の
提
言
す
る
Ａ
Ｉ

に
最
適
化
さ
れ
た
端
末
中

心
の
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
へ
の
移
行
を
寛
容
に

受
け
止
め
る
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
気
す
ら
し
て

い
る
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

は
、私
達
の
想
像
よ
り
も
、

ず
っ
と
早
い
か
も
知
れ
な

い
。（
え
が
わ
・
な
か
ば

／
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

 江川央の DIGITAL 最前線
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スマホ時代は終わるか？

籍
者
は
一
切
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト

し
て
、
例
え
ば
国
際
的
な
構
成

の
家
族
を
引
き
裂
い
て
平
然
と

し
て
い
た
。
根
拠
は
非
科
学
的

で
あ
り
、
国
内
の
感
情
論
に
迎

合
し
た
結
果
だ
。
こ
の
種
の
弱

毒
性
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
場
合

は
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
排
外

心
理
に
迎
合
し
た
鎖
国
を
許
し

て
は
な
ら
な
い
。

　

こ
の
４
つ
の
問
題
は
、
国
内

在
住
の
日
本
人
に
は
な
か
な
か

理
解
の
難
し
い
問
題
だ
。だ
が
、

在
外
日
本
人
に
は
深
刻
な
問
題

で
あ
り
、
日
本
の
立
法
府
に
改

善
を
求
め
る
に
は
何
と
し
て
も

代
表
を
送
り
込
む
し
か
な
い
。

今
回
の
選
挙
を
、
こ
う
し
た
問

題
を
考
え
る
契
機
と
し
て
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。（
れ
い
ぜ
い
・

あ
き
ひ
こ
／
作
家
・
プ
リ
ン
ス

ト
ン
在
住
）

　

１
９
７
６
年
に
始
ま
り
今
年

で
第
48
回
目
を
迎
え
る
ベ
ス
ト

30
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
秋

晴
れ
の
下
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
ア
・
ゴ

ル
フ
コ
ー
ス
で
５
日
、
6
日
の

週
末
に
行
わ
れ
た
。

　

個
人
戦
の
優
勝
は
初
日
71
と

一
人
だ
け
ア
ン
ダ
ー
パ
ー
を
叩

き
出
し
た
山
本
竜
也
さ
ん
が
後

続
を
振
り
切
っ
て
の
一
昨
年
に

続
き
２
度
目
の
快
挙
。
準
優
勝

は
過
去
優
勝
経
験
の
あ
る
ギ
ャ

ネ
ン
・
ク
マ
ー
さ
ん
、
３
位
は

初
参
加
の
若
手
、
白
倉
龍
馬
さ

ん
。
同
時
に
行
わ
れ
た
団
体
戦

の
優
勝
は
チ
ー
ム
名FURM

、

２
位
はPAR-TASTIC FOUR

、

３
位
は
チ
エ
と
仲
間
た
ち

だ
っ
た
。
協
賛
企
業
、
有

志
の
支
援
者
は
次
の
通
り
。

T.UP TRADING, INC.

、Y’s 
Publishing Inc.

、Kintetsu 
International & United 
Airlines

、 M
r. Hiroyasu 

Ishikawa
、
宮
崎
太
輝
プ

ロ
、
笹
生
優
花
プ
ロ
、Mr. 

ベスト 30ゴルフ
第48回大会ブラックベア・ゴルフ場で開催

山
本
竜
也
さ
ん
優
勝

団
体
戦
は
チ
ー
ム
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｍ

優
勝
し
た
山
本
さ
ん
（
中
央
）、
２
位
ク
マ
ー
さ
ん
（
右
）、
３
位
白
倉
さ
ん

八
木
大
八
＝
９
月
29
日
永
眠
。

享
年
30
歳
。
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｔ
Ｉ

Ｃ
グ
ル
ー
プ
社
長
八
木
ボ
ン
秀

峰
氏
子
息
。
告
別
式
と
葬
儀

が
９
日
リ
バ
ー
サ
イ
ド
メ
モ

リ
ア
ル
・
チ
ャ
ペ
ル
で
行
わ

れ
た
。 daihachimemorial.

com 

Koichi Sato

、
初
花
、
よ
み
タ

イ

ム
、Cue International

、

M
r. Frank Hayakawa

、 
M
r. Tatsuya Yamamoto

、 
M
r. Yoshio Fujii

、 M
r. 

Hashimoto Junichi

　

第
50
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

に
と
も
な
い
在
外
選
挙
が
行
わ

れ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総

領
事
館
に
お
け
る
在
外
投
票
開

始
は
10
月
16
日
（
水
）
か
ら
20

日
（
日
）
の
午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で
。
土
日
も
行

う
。
予
約
は
い
ら
な
い
。
投
票

す
る
た
め
に
は
在
外
選
挙
人

証
、
写
真
つ
き
身
分
証
明
書
が

必
要
。
投
票
所
は
総
領
事
館
内

に
設
置
。
住
所
は
パ
ー
ク
街

２
９
９
番
地
。
有
権
者
は
「
在

外
公
館
投
票
」「
郵
便
等
投
票
」

「
日
本
国
内
に
お
け
る
投
票
」

の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を
選
択
し

て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
と
同
時
に
第
26
回
最
高
裁

判
所
裁
判
官
国
民
審
査
及
び
令

和
６
年
10
月
参
議
院
議
員
補
欠

選
挙
（
岩
手
県
選
挙
区
）
の
在

外
投
票
が
行
わ
れ
る
。

元
Ｎ
Ｙ
州
知
事
襲
わ
れ
負
傷

ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド

　
　

　

元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
の

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
パ
タ
ー
ソ
ン
氏

と
義
理
の
息
子
の
ア
ン
ソ
ニ

ー
・
ス
リ
ワ
さ
ん
（
20
）
が
４

日
午
後
８
時
30
分
ご
ろ
、
ア
ッ

パ
ー
・
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
の
２

番
街
96
丁
目
付
近
を
歩
い
て
い

た
と
こ
ろ
、
５
人
ほ
ど
の
グ
ル

ー
プ
に
襲
撃
さ
れ
た
。
パ
タ
ー

ソ
ン
氏
と
ス
リ
ワ
さ
ん
は
顔
な

ど
に
傷
を
負
い
、
近
く
の
病
院

に
運
ば
れ
治
療
を
受
け
た
。
パ

タ
ー
ソ
ン
氏
に
よ
れ
ば
、
ス
リ

ワ
さ
ん
は
下
唇
を
５
針
縫
う
必

要
が
あ
り
、
体
に
複
数
の
打
撲

傷
を
負
っ
た
と
い
う
。
２
人
は

翌
５
日
朝
に
退
院
し
た
。
襲
撃

し
た
グ
ル
ー
プ
は
現
場
か
ら
逃

走
し
た
が
、
５
日
に
12
歳
と
13

歳
の
少
年
２
人
が
暴
行
容
疑
で

逮
捕
さ
れ
た
。
元
知
事
を
狙
っ

た
も
の
で
は
な
い
と
見
ら
れ

る
。
警
察
は
少
な
く
と
も
５
人

が
襲
撃
に
関
与
し
て
い
る
と
見

て
い
る
。

　

パ
タ
ー
ソ
ン
氏
は
副
知
事
だ

っ
た
２
０
０
８
年
、
前
任
の
エ

リ
オ
ッ
ト
・
ス
ピ
ッ
ツ
ァ
ー
氏

が
買
春
容
疑
で
知
事
を
辞
任
し

た
こ
と
か
ら
、
黒
人
と
し
て
初

め
て
知
事
に
就
任
、
２
０
１
０

年
ま
で
在
任
し
た
。
ス
リ
ワ
さ

ん
は
犯
罪
撲
滅
団
体
「
ガ
ー
デ

ィ
ア
ン
・
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
」
の

創
設
者
で
あ
る
カ
ー
テ
ィ
ス
・

ス
リ
ワ
氏
の
息
子
。

不
動
産
の
管
理
と
処
理
を
早

め
に
考
え
て
お
く
事
が
大
切

在
外
投
票
16
日
か
ら
開
始

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
で
20
日
ま
で

http://goldsteinvisa.com
https://www.maxjob.com/
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.egawanakaba.com


（5）　　 ［社　会］ 2024年（令和 6年））10月 12日（土）

永住帰国に備える
早めの計画が必要

Ｊ
Ａ
Ａ
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
で

山
口
さ
ん
が
来
米
講
演

ニューヨーク歴史研究会通信
■ 第106回例会/令和6年10月例会
開催日：令和6年10月17日(木曜日)
会場：日系人会ホール（49 West 45th Street, 5th Floor, 
　New York, NY 10036）
演題：靖国参拝の意味するもの 
　̶英霊顕彰と天皇御親拝ー
開場：17:45 (開始まで軽飲食)
時間：18:30～20:30　
講師：高崎康裕(会長)
会費：一般会費30ドル(会員20ドル)　初回参加無料
参加申込：Eメール rekishikenkyuny@gmail.com 
　研究会事務局

　靖国神社は国家の為に殉じた人々の霊を祀るお社と
して創建された。
　世界的にも国に殉じた人々を顕彰することは国家の
責務と理解されているが、靖国神社の参拝も、天皇陛
下の御親拝や首相参拝も含めて、昭和50年代までは恙
無く行われていた。
　それが、中曽根首相時代に中国の圧力から首相参拝
が見送られたのを契機に、靖国参拝は政治問題化さ
れ、今回の自民党総裁選にも見られたように、靖国問
題は重要な政治課題であり続けている。
　今回は靖国神社の歴史も踏まえながら、政教分離の
位置付けも含め、靖国参拝の在り方について考える。

ニューヨーク歴史研究会 
since 2011
Historical Studies Group New York Inc.
http://www.nyrekishikenkyu.org/ 

　

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
第
18
回
Ｊ
Ａ

Ａ
秋
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア
で
６

日
、
一
般
社
団
法
人
日
本
リ
レ

ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
協
会
代
表

理
事
で
司
法
書
士
の
山
口
里
美

さ
ん
が
、
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
館
で

「
最
新
版
！
！
日
本
へ
の
永
住

帰
国
に
向
け
、
抑
え
た
い
７
つ

の
ポ
イ
ン
ト
！
」
と
題
し
て
講

演
し
た
。
後
半
は
「
安
心
ラ
イ

フ
！
チ
ェ
ッ
ク
ノ
ー
ト
で
万
全

対
策
」
と
題
す
る
対
面
講
演
会

を
開
催
し
た
。
こ
の
講
演
は
、

日
本
で
活
躍
す
る
専
門
家
を
紹

介
す
る
サ
イ
ト
「
マ
イ
ベ
ス
ト

プ
ロ
」
を
運
営
す
る
フ
ァ
ー
ス

ト
ブ
ラ
ン
ド
（
河
本
扶
美
子
代

表
）
の
協
力
で
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
企
画
と
し
て

２
０
１
８
年
か
ら
毎
年
開
催
し

て
い
る
が
、
今
回
は
５
年
ぶ
り

の
対
面
式
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
開
催

と
あ
っ
て
70
人
以
上
が
参
加
す

る
満
席
と
な
っ
た
。
講
演
の
あ

と
に
は
、
個
別
相
談
会
も
限
定

予
約
３
人
で
行
わ
れ
た
。

     　
　
　

◇

　

山
口
さ
ん
は
、
帰
国
対
策
の

タ
イ
ミ
ン
グ
は「
気
付
い
た
時
」

だ
と
い
う
。
日
本
の
現
状
は
１

年
間
に
１
５
７
万
５
９
３
６
人

が
死
亡
。
日
常
生
活
に
制
限
な

い
健
康
寿
命
は
男
性
が
72
・
68

歳
。
女
性
が
75
・
38
歳
。
平
均

寿
命
と
の
差
は
男
性
が
８
・
73

歳
、
女
性
が
12
・
06
歳
あ
り
、

そ
の
差
が
不
健
康
な
期
間
と
さ

れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
相
続
対
策

は
、
認
知
症
対
策
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
。
内
閣
府
の
調
査
で

２
０
２
５
年
は
認
知
症
は
５
人

に
１
人
な
の
が
、
２
０
６
０
年

に
は
３
人
に
１
人
に
な
る
。
そ

ん
な
中
で
増
え
て
い
る
の
が

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
数
で

７
０
０
万
人
を
超
す
。
講
演
の

要
旨
次
の
通
り
。

■
相
続
・
認
知
症

抑
え
た
い
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

（
１
）
重
要
書
類
の
リ
ス
ト
ア

ッ
プ
（
不
動
産
権
利
書
、
遺
言

書
、
銀
行
通
帳
、
保
険
証
券
、

証
券
会
社
の
証
書
）
他
人
が
手

出
し
で
き
な
い
。
遺
言
書
は
貸

金
庫
に
は
入
れ
な
い
こ
と
。
銀

挨拶するファーストブランド河本社長

帰国に伴う日本でのさまざまな手続きについて解説する山口さん（６日NY日系人会館で）

行
口
座
や
カ
ー
ド
は
減
ら
す
。

銀
行
の
定
期
預
金
は
早
め
に
解

約
し
て
生
命
保
険
な
ど
置
き
場

所
を
変
え
る
。
デ
ジ
タ
ル
遺
品

の
管
理
（
Ｅ
メ
ー
ル
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ン
キ
ン
グ
、
ク

ラ
ウ
ド
ス
ト
レ
ー
ジ
、
定
期
購

読
）。
紙
媒
体
で
の
保
管
が
ポ

イ
ン
ト
。

（
２
）
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

の
活
用
（
目
的
は
自
分
の
最
期

の
意
思
を
家
族
に
伝
え
る
。
緊

急
時
の
対
応
を
円
滑
に
す
る
）

内
容
は
、
医
療
、
介
護
、
葬
儀

の
希
望
、
財
産
の
情
報
、
そ
の

他
パ
ス
ワ
ー
ド
や
重
要
書
類
の

保
管
場
所
、
親
し
い
人
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
。
大
切
な
の
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

（
３
）
認
知
症
対
策
（
任
意
後

見
と
民
事
信
託
）
銀
行
や
不
動

産
の
契
約
行
為
は
本
人
の
「
意

思
確
認
と
署
名
」
が
必
要
。
２

つ
あ
る
成
年
後
見
制
度
＝
判
断

力
が
低
下
し
た
あ
と
は
「
法
定

後
見
制
度
」、
判
断
能
力
が
低

下
す
る
前
は「
任
意
後
見
制
度
」

が
あ
る
＝
表
（
１
）。
信
頼
で

き
る
親
族
に
任
意
後
見
人
に
な

っ
て
も
ら
う
。
特
定
の
財
産
の

所
有
権
の
う
ち
、
管
理
処
分
権

だ
け
受
託
者
に
移
転
（
名
義
は

移
転
す
る
が
、
財
産
権
は
移
転

し
て
い
な
い
の
で
受
託
者
は
課

税
対
象
と
な
ら
な
い
）。
元
気

な
う
ち
に
子
供
に
民
事
信
託
で

不
動
産
を
預
け
る
こ
と
で
、
子

供
が
自
由
に
不
動
産
の
修
繕
、

売
却
、
建
て
替
え
、
賃
貸
契

約
、
管
理
委
託
契
約
が
可
能
と

な
る
。

（
４
）
遺
言
書
の
作
成
（
遺
言

書
は
遺
書
で
は
な
い
。
意
思
、

想
い
、
希
望
を
し
っ
か
り
と
家

族
に
伝
え
る
大
切
な
権
利
）。

公
正
証
書
遺
言
の
活
用
を
。
ど

ん
な
人
が
必
要
か
＝
再
婚
を
し

て
前
の
配
偶
者
と
の
間
に
子
供

が
い
る
、
結
婚
し
て
い
る
が
子

供
が
い
な
い
夫
婦
、
特
定
の
子

供
に
多
く
の
財
産
を
相
続
さ
せ

た
い
な
ど
。

（
５
）
不
動
産
の
管
理
（
相
続

登
記
の
義
務
化
）、
不
動
産
の

共
有
は
で
き
る
だ
け
避
け
た

い
。
不
動
産
の
処
理
は
早
め
に

考
え
て
お
く
こ
と
。

（
６
）
葬
儀
（
葬
儀
・
お
墓
の

こ
と
は
生
前
に
自
分
で
考
え
て

お
く
こ
と
）
墓
じ
ま
い
も
家
族

で
話
す
。

（
７
）
相
続
登
記
が
す
ん
で
い

る
か
確
認
す
る
。
相
続
登
記

の
放
置
、
山
林
・
農
地
を
受

け
継
い
だ
が
何
も
し
て
い
な

い
人
は
司
法
書
士
に
相
談
を
。

２
０
２
４
年
４
月
１
日
か
ら
相

続
登
記
が
義
務
化
さ
れ
た
。
３

年
以
内
に
登
記
し
な
い
と
10
万

円
以
下
の
過
料
の
対
象
に
。
義

務
化
前
に
相
続
し
た
不
動
産
も

対
象
に
な
る
の
で
要
注
意
。
不

動
産
の
名
義
変
更
、
住
所
変
更

も
変
更
か
ら
２
年
以
内
に
登
記

申
請
し
な
い
と
５
万
円
以
下
の

過
料
対
象
に
な
る
。

　
　
　
　
　

■

　

相
談
の
多
い
事
例
＝
老
人
ホ

ー
ム
入
居
相
談
、
海
外
か
ら
帰

国
時
の
在
留
手
続
き
、
身
元
保

証
・
死
後
処
理
、
遺
言
・
相
続
、

不
動
産
売
却
、
後
見
人
・
財
産

管
理
。大
切
な
ポ
イ
ン
ト
は「
帰

国
前
か
ら
早
め
に
検
討
す
る
」

こ
と
。（
山
口
さ
ん
の
仕
事
内

容
と
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
11
面
Ｎ

Ｙ
生
活
ウ
ー
マ
ン
欄
に
掲
載
）

日本のマイベストプロが講師を海外に派遣

今
年
４
月
に
相
続
登
記
が
義
務
化

不
動
産
の
管
理
と
処
理
を
早

め
に
考
え
て
お
く
事
が
大
切
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“Sometimes I go about in 
pity for myself, and all 
the while, a great wind is 
bearing me across the sky.” 
- Ojibwe saying

万
事
休
す

「
も
う
終
わ
っ
た
」

　

人
生
の
ど
こ
か
で
、
ど
う
し

よ
う
も
な
く
深
い
苦
境
に
陥
る

こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
築
い

て
き
た
も
の
を
全
て
失
う
か
も

し
れ
な
い
、
と
い
う
危
機
だ
。

「
我
が
社
が
司
法
省
に
起
訴
さ

れ
、
関
係
者
が
逮
捕
さ
れ
ま
し

た
。」「
数
百
億
円
の
賠
償
金
を

求
め
た
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
ま
し

た
。」　

法
律
と
い
う
も
の
は
時

に
残
酷
で
あ
る
。
ど
う
に
も
逃

れ
難
い
困
難
に
人
を
陥
れ
る
こ

と
が
あ
る
。

　
「
わ
が
社
は
破
綻
す
る
の
で

し
ょ
う
か
。」「
私
は
投
獄
さ
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。」　

筆
者
は

こ
の
数
十
年
、
そ
の
よ
う
に
嘆

き
心
配
す
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

（
主
に
大
手
企
業
と
そ
の
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
）
を
代
理
し
弁
護

し
て
き
た
。

　

絶
体
絶
命
か

　
「
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
言
っ

て
安
心
さ
せ
た
い
と
こ
ろ
だ

が
、
た
だ
の
気
休
め
で
は
ウ
ソ

に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
、
筆
者
が
代

理
し
た
件
で
も
、
ニ
ュ
ー
ス
を

騒
が
せ
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
次

ぐ
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
末
、
満
身

創
痍
と
な
っ
て
破
綻
し
て
し
ま

っ
た
大
手
企
業
も
あ
っ
た
。
つ

ま
り
、
お
そ
れ
て
い
る
シ
ナ
リ

オ
が
起
き
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
得
る
の
だ
。

　

そ
れ
で
は
と
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

に
事
情
を
訊
い
て
み
る
と
、
な

る
ほ
ど
深
刻
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
が
多
い
。
巨
額
の
課
徴
金

や
個
人
の
懲
役
な
ど
の
根
拠
は

十
分
に
あ
り
、
こ
れ
と
言
っ
て

有
力
な
弁
護
も
弁
明
も
見
つ
か

ら
な
い
。
相
手
側
は
優
秀
か
つ

ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
で
、
厳
し
い
訴

追
へ
と
勢
い
づ
い
て
い
る
。
そ

ん
な
状
況
な
こ
と
が
普
通
で
あ

る
。
時
に
は
証
拠
隠
滅
の
よ
う

な
こ
と
ま
で
犯
し
て
し
ま
い
、

深
く
墓
穴
を
掘
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
。

　

一
見
し
た
と
こ
ろ
絶
望
的
な

状
況
だ
。

　

そ
れ
で
も
活
路
は
開
く

　

そ
ん
な
状
況
の
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
に
伝
え
る
の
は
以
下
の
こ
と

だ
。

　
「
難
局
で
す
が
、
典
型
的
で

す
」「
そ
ん
な
難
局
だ
か
ら
こ

そ
、
私
の
よ
う
な
弁
護
士
が
必

要
に
な
る
ん
で
す
」「
対
応
の

仕
方
は
あ
り
ま
す
」「
ま
ず
は

自
分
が
壊
れ
な
い
よ
う
に
」「
一

緒
に
対
応
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
」「
き
っ
と
ど
こ
か
で
活
路

は
開
き
ま
す
」
な
ど
。

　

防
御
を
し
て
い
る
側
と
し
て

は
、
す
ぐ
に
は
画
期
的
な
打
開

策
は
無
い
こ
と
が
多
い
。
そ
れ

で
も
慎
重
に
対
応
を
し
て
い
れ

ば
、
ど
こ
か
で
活
路
は
見
え
て

く
る
。

　

当
初
は
絶
望
的
に
見
え
た
案

件
で
も
、
希
望
を
失
わ
ず
に
続

け
て
い
る
と
、
相
手
側
が
自
滅

し
た
り
息
切
れ
し
て
当
方
に
有

利
に
な
っ
て
き
た
り
す
る
。
ま

た
時
に
は
ラ
ッ
キ
ー
な「
神
風
」

が
吹
く
こ
と
も
あ
る
。
筆
者
が

対
応
し
た
案
件
で
も
、
地
元
の

大
物
政
治
家
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル

で
検
察
側
の
手
が
弱
ま
っ
て
和

解
が
成
立
し
た
り
、
史
上
初
の

国
家
間
の
人
質
交
換
が
影
響
し

て
事
件
が
終
了
し
て
無
罪
に
終

わ
っ
た
り
、
誰
も
予
想
し
え
な

か
っ
た
こ
と
で
状
況
が
好
転
し

た
こ
と
は
ま
ま
あ
る
。

　

つ
ま
り
堪
え
て
粛
々
と
対
応

し
て
い
け
ば
、
意
外
な
勝
機
は

や
っ
て
く
る
も
の
な
の
だ
。
ま

ず
は
悲
観
し
過
ぎ
な
い
こ
と

だ
。

　

秋
口
の
子
亀

　

郊
外
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
先
の

オ
フ
ィ
ス
を
出
る
と
、
歩
道
脇

に
小
さ
な
カ
ミ
ツ
キ
ガ
メ
が
う

ず
く
ま
っ
て
い
る
。
日
向
の
暖

か
さ
を
求
め
て
き
た
の
だ
ろ
う

か
、
殆
ど
動
か
な
い
。
踏
ま
れ

て
も
良
く
な
い
と
思
い
、
横
の

植
え
込
み
の
中
に
押
し
込
ん
で

み
る
。
そ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま

っ
て
い
な
い
か
と
小
一
時
間
ほ

ど
し
て
見
て
み
る
と
、
ど
こ
か

へ
移
動
し
て
い
っ
た
よ
う
だ
。

亀
は
万
年
と
言
う
が
、
あ
の
子

亀
は
冬
を
越
せ
る
の
だ
ろ
う

か
。
ま
ず
今
日
一
日
は
生
き
延

び
た
よ
う
で
あ
る
。

（
さ
い
と
う
・
や
す
ひ
ろ
、
米

国
訴
訟
弁
護
士
）

1そ
れ
で
も
活
路
は
開
く

　

２
０
２
４
年
９
月
10
日
、
米

国
移
民
局
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）
は

Ｉ
‐
90
フ
ォ
ー
ム
（
永
住
者
カ

ー
ド
更
新
申
請
書
）
を
提
出
し

た
永
住
者
に
対
し
て
永
住
者
カ

ー
ド
（
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
）
の

有
効
期
限
が
自
動
的
に
36
か
月

延
長
さ
れ
る
こ
と
を
発
表
し
ま

し
た
。 

有
効
期
限
が
近
づ
い

て
い
る
、
ま
た
は
期
限
が
切
れ

た
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
を
更
新
す

る
た
め
に
Ｉ
‐
90
フ
ォ
ー
ム
を

正
し
く
提
出
し
た
申
請
者
は
、

こ
の
延
長
が
対
象
に
な
り
ま

す
。

　

以
前
の
有
効
期
限
は
24
か
月

延
長
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
Ｕ

Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
は
Ｉ
‐
90
フ
ォ
ー
ム

の
受
領
通
知
の
文
言
を
更
新

し
、
新
規
の
更
新
申
請
が
提
出

さ
れ
た
場
合
、
現
在
の
グ
リ
ー

ン
カ
ー
ド
の
表
記
上
の
有
効
期

限
か
ら
36
か
月
間
延
長
さ
れ
る

内
容
が
記
載
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
10
日
よ
り
保
留
中
の
Ｉ

‐
90
申
請
に
対
し
て
修
正
さ
れ

た
受
領
通
知
を
発
送
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
受
領
通
知
は
、

期
限
切
れ
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド

と
と
も
に
提
示
す
る
こ
と
で
、

ス
テ
ー
タ
ス
が
継
続
し
て
い
る

証
拠
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

こ
の
延
長
措
置
に
よ
り
処
理
時

間
が
長
く
な
る
申
請
者
が
、
更

新
さ
れ
た
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
を

受
け
取
る
ま
で
の
間
、
合
法
的

な
永
住
者
と
し
て
の
ス
テ
ー
タ

ス
の
証
明
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
方
法
で
す
。

　

も
し
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
を
紛

失
し
て
し
ま
い
、
そ
の
状
況
下

で
永
住
者
ス
テ
ー
タ
ス
の
証
明

が
必
要
な
場
合
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ

Ｓ
に
連
絡
し
て
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ

オ
フ
ィ
ス
で
の
予
約
を
依
頼

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｉ

‐
90
フ
ォ
ー
ム
を
提
出
し
た

後
、Alien Documentation, 

Identification, and 
Telecommunications

（

Ａ

Ｄ
Ｉ
Ｔ
）
ス
タ
ン
プ
が
発
行
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳

細
は
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
のReplace 

Your Green Card

ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

申
請
中
に
住
所
が
変
更
さ
れ

た
場
合
、
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
オ
ン
ラ

イ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト
を
お
持
ち
で

あ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
住
所
更
新

が
で
き
ま
す
。
ま
た
多
発
し
て

い
る
移
民
詐
欺
か
ら
も
自
分
の

身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
移
民
関

連
の
法
的
助
言
が
必
要
な
場
合

は
、
助
言
を
す
る
人
物
が
合
法

的
に
認
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

︵
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
︶

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
更
新
の

有
効
期
限
を
36
か
月
に
延
長

　

ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
で
作

曲
を
学
び
、
現
在
バ
ー
ク
リ
ー

音
楽
院
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
映

画
・
Ｔ
Ｖ
・
ゲ
ー
ム
音
楽
作
曲

科
在
学
中
の
カ
ツ
キ
ー
真
理
さ

ん
が
、
太
平
洋
戦
争
時
に
遺
さ

れ
た
日
本
兵
の
詩
と
遺
書
を
歌

詞
と
し
て
ア
リ
ア
を
作
曲
し
、

三
原
有
利
加
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴

奏
と
共
に
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
上

島
幸
恵
さ
ん
の
独
唱
会
「
最
期

の
手
紙
ー
太
平
洋
戦
争
の
英
霊

の
言
葉
ー
」
が
、
10
月
4
日
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
で
開
催

さ
れ
た
。

　

歌
唱
の
前
に
上
島
さ
ん
は
、

歌
詞
の
元
に
な
っ
た
、
戦
争
に

よ
り
命
を
落
と
し
た
５
人
の
家

族
に
宛
て
た
手
紙
を
読
み
あ

げ
、
空
気
に
飲
み
込
ま
れ
、
隠

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、

家
族
へ
の
愛
情
、
死
に
ゆ
く
こ

と
の
恐
れ
、
戦
争
の
ば
か
ば
か

し
さ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
純
粋
な
心

情
を
慮
り
、
涙
を
抑
え
な
が
ら

解
説
し
た
。
戦
場
と
な
っ
た
ウ

ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
夫
を
持
つ
作

曲
家
の
カ
ツ
キ
ー
さ
ん
は
、
他

人
ご
と
で
は
な
か
っ
た
と
、
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。

　

そ
の
後
す
ぐ
演
奏
が
始
ま

り
、
抒
情
的
な
ピ
ア
ノ
伴
奏
と

輝
か
し
い
ソ
プ
ラ
ノ
の
歌
声

は
、一
気
に
会
場
を
包
み
込
み
、

集
ま
っ
た
聴
衆
の
心
を
揺
さ
ぶ

っ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な

辛
い
思
い
を
強
い
る
戦
争
は
、

決
し
て
繰
り
返
し
て
は
い
け
な

い
し
、
今
行
わ
れ
て
い
る
残
虐

な
行
為
は
す
ぐ
停
止
す
べ
き
で

あ
る
と
、
平
和
を
希
求
す
る
声

が
聞
こ
え
て
き
た
。
上
島
さ
ん

ら
は
、
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
披

露
し
た
い
と
話
し
て
い
た
。（
フ

ェ
イ
ダ
ー
・
ち
え
、
写
真
・
Ｎ

Ｙ
日
系
人
会
提
供
）

三原有利加さん（左）と上島幸恵さん (右 )　

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
で
音
楽
会

家
族
へ
の
愛
に
涙
し
解
説

日本兵が残した手紙
太平洋戦争の英霊の言葉

カツキー真理さん

mailto:kyoko5japan@gmail.com
http://kkobo.com/
http://myriverside.net/home
https://www.hondag.com
tel:2122136069
http://www.nyseikatsu.com
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キ
ャ
リ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
は
？
不
確
実
な
時
代
に
備
え
る

新
た
な
働
き
方
：W

hat Is Career Cushioning?

クイックUSA
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の
減
少
を
招
く
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
特
に
、
成
長
機
会
が
提

供
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
た
従

業
員
は
、
企
業
に
対
す
る
忠
誠

心
が
低
下
し
、
優
秀
な
人
材
が

他
社
へ
流
出
す
る
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
し

て
い
る
従
業
員
は
、
仕
事
の
質

や
革
新
性
が
落
ち
、
結
果
と
し

て
企
業
の
業
績
や
チ
ー
ム
の
士

気
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
企

業
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
従
業

員
の
成
長
を
支
援
し
、
ス
キ
ル

向
上
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
業
員

が
外
部
の
機
会
を
探
す
必
要
性

が
軽
減
さ
れ
、
企
業
に
対
す
る

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
高
ま
り

ま
す
。

「
企
業
研
修
が
提
供
す
る
主
な

メ
リ
ッ
ト
」

①
ス
キ
ル
向
上
に
よ
る
安
心
感

の
提
供

　

企
業
が
従
業
員
に
対
し
て
、

業
界
の
ト
レ
ン
ド
や
最
新
の
技

術
に
対
応
で
き
る
ス
キ
ル
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
従
業
員
は
自

信
を
持
ち
、
今
後
の
キ
ャ
リ
ア

に
も
安
心
感
を
持
つ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
企
業
が
従
業
員

の
未
来
に
投
資
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
明
確
な
サ
イ
ン
で
も
あ

り
ま
す
。

②
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
向
上

　

成
長
の
機
会
が
あ
る
と
感
じ

た
従
業
員
は
、
職
務
に
対
し
て

よ
り
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
持
つ
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
企
業

は
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
や
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
育
成
の
た
め
の
研
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
こ
と

で
、
従
業
員
が
外
部
の
機
会
を

探
す
必
要
性
を
低
減
で
き
ま

す
。

③
優
秀
な
人
材
の
定
着

　

キ
ャ
リ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
背

後
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
停
滞
へ
の

不
安
が
存
在
し
ま
す
。
企
業
が

従
業
員
の
成
長
を
支
援
し
、
継

続
的
な
学
習
の
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
で
、
優
秀
な
人
材
の
流

出
を
防
ぎ
ま
す
。
特
に
、
キ
ャ

リ
ア
開
発
に
注
力
す
る
企
業

は
、
従
業
員
の
定
着
率
を
向
上

さ
せ
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

 　
キ
ャ
リ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
は
、

不
安
定
な
労
働
市
場
に
備
え
る

従
業
員
の
戦
略
と
し
て
広
が
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
企
業
に

対
す
る
重
要
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
で

も
あ
り
ま
す
。
従
業
員
が
こ
の

よ
う
な
行
動
を
取
る
背
景
に

は
、
企
業
が
十
分
な
成
長
機
会

や
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
サ
ポ
ー
ト

を
提
供
し
て
い
な
い
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　

企
業
研
修
を
通
じ
て
従
業
員

の
成
長
を
支
援
し
、
エ
ン
ゲ
ー

ジ
メ
ン
ト
を
高
め
る
こ
と
で
、

優
秀
な
人
材
の
流
出
を
防
ぐ
こ

と
が
可
能
で
す
。
キ
ャ
リ
ア
ク

ッ
シ
ョ
ン
は
脅
威
で
は
な
く
、

適
応
力
の
あ
る
強
固
な
チ
ー
ム

を
構
築
す
る
た
め
の
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
企
業
が
従
業
員
の
成
長

を
後
押
し
し
、
共
に
成
長
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
、
競

争
力
維
持
の
鍵
と
な
り
ま
す
。

榊
原
将　

HR Linqs, Inc. President
www.919usa.com

　
「
キ
ャ
リ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
」

と
い
う
言
葉
が
注
目
を
集
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
従
業
員
が

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
不
安
に
備
え

て
、
ス
キ
ル
を
強
化
し
、
新
た

な
人
脈
を
築
く
な
ど
、
職
業
上

の
リ
ス
ク
に
対
す
る
「
安
全

網
」
を
用
意
す
る
行
動
を
指
し

ま
す
。
特
に
、
経
済
の
変
動
や

技
術
の
急
速
な
進
展
が
進
む
現

在
の
環
境
で
は
、
解
雇
や
キ
ャ

リ
ア
変
更
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ

て
お
り
、
こ
の
傾
向
は
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
実

践
す
る
従
業
員
は
、
現
職
に
留

ま
り
な
が
ら
も
、
資
格
取
得
や

オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ー
ス
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ
て
別
の
キ

ャ
リ
ア
オ
プ
シ
ョ
ン
を
模
索
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
職

を
失
っ
た
場
合
や
キ
ャ
リ
ア
チ

ェ
ン
ジ
が
必
要
な
際
に
備
え
、

リ
ス
ク
に
対
す
る
「
ク
ッ
シ
ョ

ン
」を
形
成
し
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
の
行
動
は
個
人
に
と
っ
て

自
己
防
衛
の
一
環
で
あ
る
一

方
、
企
業
に
と
っ
て
は
エ
ン
ゲ

ー
ジ
メ
ン
ト
の
低
下
や
生
産
性

Boommate  シニア世代ルームメイト
　　　アメリカにおける住宅事情の悪化は深刻な問題です。民主党カマラ・ハリス大統
領選候補も公約として、300万戸もの安価な住宅を手配すると明言しました。この
ような情勢の中、Boommate という言葉が注目されています。Boomは Babyboomer
（ベビーブーマー６０歳以上の人たち）、Mate はルームメイトのことで、Boommate

とは家で他人と住む高齢者のことです。実際、アメリカでは老後の貯蓄も年金も十分でない人々が多く、ハ
ーバード大学の調査によれば、百万人にものぼるシニアがBoommate だそうです。
　Boommate の広がりで、借家で共同生活をしたり、部屋を貸して収入を確保することで経済的余裕が生ま
れます。また、Boommate という形態は深刻さを増す老人の孤独（Loneliness) 問題 の緩和 に繋がります。
加えて、一人暮らし の老人 が犯罪に遭遇する危険も低減するでしょう。まさに一石三鳥です。
　もちろん、他人とはルームメイトになりたくないという人もいるでしょう。そこで登場するのが
Grandmate。　これは祖父母（Grandparents) が孫たちとルームメイトになること。おじいちゃん・おばあち
ゃんは、可愛い孫がそばにいる喜びを得られ、孫たちは安い家賃で（またはタダで）祖父母の愛情と人生の
学びを受けられます。Boommate と Grandmate、アメリカ生活の一面を映す言葉になりました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）
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■
米
語
ウ
ォ
ッ
チ
本
・
第
２
弾
新
発
売
：
旦
英
夫
氏
著
『
米
語

ウ
ォ
ッ
チ
・
ア
メ
リ
カ
の
今
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
』

Ｐ
Ｈ
Ｐ
版
は
、
ア
マ
ゾ
ン
お
よ
び
Ｎ
Ｙ
紀
伊
國
屋
書
店
で
好
評

発
売
中
。
11
月
８
日
（
金
）
午
後
５
時
30
分
か
ら
ト
ー
ク
＆
サ

イ
ン
会
。

日本酒の魅力
ニューヨーカーに

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
Ｐ
Ｒ

10
月
12
日
と
13
日
に
開
催

　

日
本
酒
の
魅
力
を
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
カ
ー
に
Ｐ
Ｒ
す
る
イ
ベ

ン
ト
「
ジ
ャ
パ
ン
・
テ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

２
０
２
４
」
が
10
月
12
日
（
土
）

と
13
日
（
日
）
の
両
日
、
午
後

２
時
か
ら
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
を
会
場
に

開
催
さ
れ
る
。

　

当
日
は
、
日
本
の
地
酒
蔵
元

７
社
が
参
加
し
、
10
〜
15
品
種

の
地
酒
を
飲
み
比
べ
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
お
酒
と
の
ペ
ア

リ
ン
グ
で
、
手
巻
き
寿
司
と
焼

き
鳥
も
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
参
加
す
る
蔵
元
は
、
宮
坂

醸
造
、
日
本
盛
、
瀬
頭
酒
造
、

文
本
酒
造
、
三
芳
菊
酒
造
、
金

紋
秋
田
酒
造
、
は
つ
も
み
ぢ
、

の
７
社
。
参
加
費
は
、
前
売
り

30
ド
ル
、
当
日
35
ド
ル
。
前
売

り
券
の
購
入
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

https://jts2024.eventbrite.

com/?aff =jts4

か
ら
。
ま
た
、

会
場
で
は
、
餅
つ
き
実
演
、
着

物
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
侍

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
で
の
記
念
撮
影

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会

議
所
（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
、
河
手
哲
雄

会
頭
）
は
、
第
40
回
年
次
晩
餐

会
を
25
日
（
金
）
午
後
６
時
か

ら
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
で
開
催
す

る
。
今
年
の
テ
ー
マ
「
新
た
な

時
代
の
創
造
」
は
、
困
難
で
不

確
実
な
時
代
を
、
回
復
力
と
革

新
性
を
も
っ
て
乗
り
切
る
と
い

う
団
結
の
決
意
を
強
調
し
て
い

る
と
い
う
。今
年
の
イ
ー
グ
ル
・

オ
ン
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
賞
受
賞

者
は
、
デ
ビ
ッ
ド
・
Ｅ
・
ワ
イ

ン
ス
タ
イ
ン 

・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大

学
カ
ー
ル
・
Ｓ
・
シ
ュ
ー
プ
日

本
経
済
教
授
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
・

ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
日
本
経

済
・
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長
、

と
プ
ロ
レ
ー
シ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ

ー
で
イ
ン
デ
ィ
５
０
０
マ
イ
ル

レ
ー
ス
に
２
度
優
勝
し
た
佐
藤

琢
磨
氏
に
贈
ら
れ
る
。

　

メ
モ
リ
ア
ル
受
賞
者
は
世
界

的
に
著
名
な
指
揮
者
の
故
小
澤

征
爾
に
贈
ら
れ
る
。
基
調
講
演

は
デ
ビ
ッ
ド
・
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ

ー
・
ジ
ュ
ニ
ア 

・
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
取
締
役
が
行

う
。

Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会
議
所

「
新
た
な
時
代
の
創
造
」

第
40
回
年
次
晩
餐
会
25
日
開
催
へ

日本の蔵元７社が参加して飲み比べ

ワインスタイン教授佐藤氏故・小澤征爾ロックフェラー Jr.氏

■
『
9
月
の
米
Ｉ
Ｓ
Ｍ
景
況
感

指
数
、
製
造
業
と
非
製
造
業
で

対
照
的
な
結
果
、
利
下
げ
効
果

発
現
ま
で
に
は
時
間
要
す
る
と

の
見
方
も
』
＝
米
国
サ
プ
ラ
イ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会（
Ｉ
Ｓ
Ｍ
）

は
10
月
1
日
に
9
月
の
製
造
業

景
況
感
指
数
を
、
3
日
に
9
月

の
サ
ー
ビ
ス
業
況
感
指
数
を
発

表
し
た
。
製
造
業
と
非
製
造
業

で
対
照
的
な
結
果
と
な
っ
た
。

い
ず
れ
も
引
き
続
き
11
月
5
日

の
米
大
統
領
選
挙
が
投
資
や
事

業
計
画
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
ほ
か
、雇
用
は
低
調
だ
っ
た
。

連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
Ｆ
Ｒ

Ｂ
）
に
よ
る
利
下
げ
は
歓
迎
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
現
段
階
で

は
実
感
で
き
る
ほ
ど
の
効
果
は

表
れ
て
い
な
い
と
の
意
見
が
大

勢
。（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
）

■
『
米
ユ
タ
州
セ
ミ
ナ
ー
、
州

別
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
ン
ク
ト
ッ
プ
獲

得
の
同
州
の
魅
力
を
知
事
が
語

る
』
＝
ジ
ェ
ト
ロ
は
10
月
3

日
、
米
国
ユ
タ
州
の
ビ
ジ
ネ
ス

や
投
資
環
境
を
紹
介
す
る
セ
ミ

ナ
ー
を
東
京
で
開
催
し
た
。
ジ

ェ
ト
ロ
の
石
黒
憲
彦
理
事
長
ら

が
登
壇
し
た
。
会
場
に
は
米
国

で
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
に
関
心
を

持
つ
製
造
業
を
中
心
と
し
た
日

本
企
業
な
ど
か
ら
約
70
人
が
参

加
し
た
。
基
調
講
演
を
行
っ
た

コ
ッ
ク
ス
知
事
は「
ユ
タ
州
は
、

１
０
０
０
以
上
の
評
価
基
準
を

考
慮
し
た
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
、

全
米
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
州
に
2

年
連
続
で
選
ば
れ
て
い
る
」
と

し
、
同
州
に
あ
る
航
空
宇
宙
、

防
衛
、
フ
ィ
ン
テ
ッ
ク
、
生
命

科
学
な
ど
の
代
表
的
な
産
業
を

紹
介
し
つ
つ
、
ビ
ジ
ネ
ス
上
の

魅
力
を
語
っ
た
。（
調
査
部
米

州
課
発
）

　

ジ
ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
10

月
４
日
号
を
参
照
。
問
い
合

わ
せ
は
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務

所
。
Ｅ
メ
ー
ル　

rept@jetro.
go.jp

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
https://saitolawgroup.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://jts2024.eventbrite.com/?aff=jts4
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 千葉真知子の
 ART COOKING

材料

カリフラワー ........ 1個
パン粉 ............ 1カップ
卵 .......................... 1個
小麦粉 ...................適宜
塩 ..........................少々
バター ...................大 1
オリーブオイル ... 50cc

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
の
パ
ン
粉
焼
き

　
　

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
に
は
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
や
Ｋ
、
食
物
繊
維
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

焼
く
こ
と
で
甘
味
が
加
わ

り
、
オ
ー
ド
ブ
ル
や
お
肉
の
付

け
合
わ
せ
に
お
す
す
め
で
す
。

作
り
方

１　

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
は
，
小
房

に
わ
け
て
さ
ら
に
半
分
に
切

る
。

２　

①
の
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
に
小

麦
粉
を
全
体
に
つ
け
て
、
溶
き

卵
、パ
ン
粉
の
順
に
つ
け
ま
す
。

３　

フ
ラ
イ
パ
ン
に
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
、
バ
タ
ー
を
い
れ
て
熱

し
、
パ
ン
粉
を
つ
け
た
カ
リ
フ

ラ
ワ
ー
を
入
れ
て
、
狐
色
に
焼

き
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー

の
上
に
の
せ
て
余
分
な
油
を
と

り
、
皿
に
盛
り
つ
け
ま
す
。

《
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
ギ
ャ
ラ
リ
ー

応
募
規
定
》

■
募
集
対
象
：
本
紙
で
過
去
に

記
事
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と

の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ま
た

は
将
来
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
個

展
開
催
や
グ
ル
ー
プ
展
参
加
を

希
望
す
る
作
家
。
日
本
を
含
む

米
国
外
居
住
者
も
受
付
け
る
。

■
展
示
作
品
：
絵
画
、
写
真
、

彫
刻
（
写
真
）
な
ど
平
面
で
表

現
で
き
る
画
像
と
し
て
最
大
10

点
ま
で
。
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
（
日

本
語
と
英
語
）、
作
家
の
顔
写

真
、
ブ
ロ
グ
、
Ｈ
Ｐ
も
記
載
。

■
募
集
定
員
：
25
人

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
ウ
ェ
ブ
版　

www.nyseikatsu.com

現
在
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

紙
面 

ア
ド
レ
スhttps://

nyseikatsu.com/gallery/

■
展
示
期
間
：
１
年
間
。
更
新

可
能
（
更
新
時
に
作
品
の
入
れ

替
え
が
可
能
で
す
）

■
掲
載
料
：
年
間
１
６
０
ド
ル
。

■
販
売
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
：
２
割
。

■
掲
載
後
の
作
品
の
入
れ
替
え

料
：
１
作
品
に
つ
き
手
数
料
20

ド
ル
。
作
家
の
顔
写
真
、
プ
ロ

フ
ィ
ー
ル
（
日
英
ど
ち
ら
で
も

可
）
を
添
え
、
展
示
作
品
の
画

像
は
番
号
を
つ
け
て
３
分
割
く

ら
い
に
分
け
て
メ
ー
ル
送
信
。

掲
載
に
審
査
あ
り
。
■
申
し
込

み
と
問
い
合
わ
せ
：
Ｅ
メ
ー

ル: miura@nyseikatsu.com

　

（
担
当
・
三
浦
）
ま
で
。

2025~2026 年度作品を募集

https://japanvillage.com/
https://japan-universities.com/event/2024fall.html?utm_source=LH&utm_medium=NY
http://newyork-apartment-realestate.com
https://giip-global.com/ja/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://nyseikatsu.com/gallery/
mailto:miura@nyseikatsu.com%E3%80%80
mailto:miura@nyseikatsu.com%E3%80%80
mailto:miura@nyseikatsu.com%E3%80%80
mailto:miura@nyseikatsu.com%E3%80%80
mailto:miura@nyseikatsu.com%E3%80%80


（9）　　 ［ローカル面］ 2024年（令和 6年）10月 12日（土）

Ｎ
Ｊ
州
最
大
最
恐
の
お
化
け
屋
敷
で
絶
叫
！

ブ
ラ
イ
ト
ン
・
ア
サ
イ
ラ
ム

　

日
本
で
は
怪
談
と
い
え
ば
夏

の
風
物
詩
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
で

は
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
前
後
が
怪
談

の
シ
ー
ズ
ン
と
な
る
。
こ
の
時

期
に
は
数
々
の
ホ
ラ
ー
映
画
が

公
開
さ
れ
る
し
、
各
地
で
様
々

な
「
肝
試
し
イ
ベ
ン
ト
」
が
開

催
さ
れ
た
り
期
間
限
定
の
お
化

け
屋
敷
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。
そ

ん
な
中
、
Ｎ
Ｊ
州
最
大
最
恐
を

う
た
う
ホ
ラ
ー
体
験
施
設
「
ブ

ラ
イ
ト
ン
・
ア
サ
イ
ラ
ム
」
を

紹
介
す
る
。

　
「
ブ
ラ
イ
ト
ン
・
ア
サ
イ
ラ

　

Ｎ
Ｊ
州
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ

ィ
市
文
化
事
業
局
と
、
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
・
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
リ

ー
グ
・
オ
ブ
・
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ

テ
ィ（
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｊ
Ｃ
）は
共
催
で
、

11
月
１
日
（
金
）
午
後
３
時
30

分
よ
り
、
本
年
で
４
年
目
と
な

る
「
日
本
文
化
の
日
」
式
典
を

同
市
の
市
庁
舎
で
開
催
す
る
。

　

当
日
は
、
同
市
の
市
長
ま
た

は
代
理
の
ス
ピ
ー
チ
、
在
Ｎ
Ｙ

日
本
国
総
領
事
館
代
表
者
の
ス

ピ
ー
チ
や
市
庁
舎
バ
ル
コ
ニ
ー

で
の
日
本
国
旗
掲
揚
の
ほ
か
、

「
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
（
鼓
舞
組
）」
に
よ

る
太
鼓
演
奏
、「
紅
玉
」
に
よ

る
よ
さ
こ
い
演
舞
、
ジ
ャ
ー
ジ

ー
シ
テ
ィ
在
住
の
ギ
タ
リ
ス
ト

高
免
信
喜
氏
に
よ
る
日
本
の
名

曲
の
ジ
ャ
ズ
ア
レ
ン
ジ
演
奏
と

い
っ
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
披

露
さ
れ
る
。
ア
メ
リ
カ
手
話
と

日
本
手
話
の
通
訳
も
つ
く
予

定
。
こ
の
式
典
は
一
般
公
開
さ

れ
、
現
地
で
誰
で
も
観
る
こ
と

が
で
き
る
ほ
か
、
ラ
イ
ブ
ス
ト

リ
ー
ミ
ン
グ
配
信
も
行
わ
れ

る
。

　
「
日
本
文
化
の
日
」
式
典
を

共
催
し
て
今
年
で
４
年
目
と

な
る
Ｊ
Ｃ
Ｌ
Ｊ
Ｃ
は
、
音
楽
、

フ
ァ
イ
ン
ア
ー
ト
、
舞
台
芸

術
、
映
像
、
食
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
な
ど
様
々
な
分
野
で
活
動

す
る
同
市
在
住
日
本
人
に
よ

り
２
０
２
１
年
に
立
ち
上
げ

ら
れ
た
Ｎ
Ｊ
州
登
録
の
非
営

利
団
体
で
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ

ィ
市
民
に
日
本
文
化
を
伝
え

る
数
々
の
試
み
を
続
け
て
い

る
。

ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
で

「
第
４
回
日
本
文
化
の
日
」

式
典
を
一
般
公
開　

11
月
１
日
に

町
の
大
渋
滞
解
消
に
光
明
？

フ
ォ
ー
ト
リ
ー
で
有
料
荷
物
積
み
下
ろ
し
制
度
開
始

ム
」
は
、
パ
セ
イ
ッ
ク
郡
パ
セ

イ
ッ
ク
（
ク
リ
フ
ト
ン
と
の
町

境
）
に
あ
る
常
設
の
屋
内
型
施

設
で
、
毎
年
９
月
の
金
土
曜

と
、
10
月
の
木
〜
日
曜
の
夜
間

に
営
業
を
し
て
い
る
。（
そ
の

他
の
時
期
に
特
別
イ
ベ
ン
ト
で

臨
時
開
園
す
る
場
合
も
あ
る
。）

「
職
員
と
患
者
が
大
量
に
謎
の

失
踪
を
と
げ
１
９
５
２
年
に
閉

鎖
さ
れ
た
精
神
病
院
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
の
同
施
設
は
、
広

大
な
敷
地
内
に
３
つ
の
テ
ー
マ

に
分
か
れ
た
常
設
の
お
化
け
屋

敷
と
、
そ
の
年
ご
と
に
新
し
く

設
置
さ
れ
る
特
設
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
も
あ
る
ほ
か
、
脱
出
ゲ
ー

ム
や
斧
投
げ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で

も
楽
し
め
る
。
料
金
は
、
何
を

楽
し
み
た
い
か
に
よ
っ
て
い
く

つ
か
の
コ
ン
ボ
設
定
が
あ
る
。

同
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
前

売
り
券
を
購
入
で
き
る
ほ
か
、

施
設
の
ボ
ッ
ク
ス
オ
フ
ィ
ス
で

当
日
券
を
購
入
す
る
こ
と
も
可

能
。
こ
の
シ
ー
ズ
ン
、
親
し
い

仲
間
と
最
恐
の
ホ
ラ
ー
体
験
は

い
か
が
？

　

全
米
一
の
交
通
量
を
誇
る
ジ

ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン
橋
の
た
も

と
に
あ
る
町
、
フ
ォ
ー
ト
リ
ー

は
、
橋
周
辺
や
、
橋
か
ら
近
い

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
周
辺
、
高

速
道
路
の
入
り
口
周
辺
で
慢
性

的
に
大
渋
滞
が
発
生
し
、
付
近

で
暮
ら
す
住
民
の
生
活
に
も
大

き
な
支
障
を
き
た
し
て
い
る
。

同
町
は
「
町
内
の
商
業
施
設
な

ど
に
配
達
す
る
業
者
の
ト
ラ
ッ

ク
が
幹
線
道
路
に
二
重
駐
車
し

て
荷
物
の
積
み
下
ろ
し
を
し
て

い
る
の
も
渋
滞
を
引
き
落
と
す

一
因
」
と
し
て
、
今
月
７
日
か

ら
、「
ス
マ
ー
ト
・
ロ
ー
デ
ィ

ン
グ
・
ゾ
ー
ン
」
と
い
う
新
制

度
を
試
験
的
に
導
入
し
た
。

　

業
者
はcurbpass.io

に
登

録
し
、
路
面
に
紫
色
で
塗
ら
れ

た
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
専
用
ゾ
ー
ン

に
駐
車
、
積
み
下
ろ
し
作
業
を

す
る
。
駐
車
は
最
大
で
１
時
間

で
き
る
。
料
金
は
同
サ
イ
ト
を

通
じ
て
引
き
落
と
し
さ
れ
る
仕

組
み
。
こ
の
ゾ
ー
ン
に
は
一
般

車
両
の
駐
車
は
で
き
な
い
。
同

町
で
は
ま
ず
橋
近
辺
の
５
か
所

に
「
パ
ー
プ
ル
ゾ
ー
ン
」
を
設

置
し
て
様
子
を
見
、
効
果
が
出

れ
ば
随
時
ゾ
ー
ン
数
を
増
や
し

て
い
く
予
定
。
こ
の
制
度
が
少

し
で
も
大
渋
滞
の
緩
和
に
繋
が

れ
ば
、
と
地
域
住
民
は
注
目
し

て
い
る
。（
写
真
・
本
紙
久
松
）

Brighton Asylum
Rear of 2 Brighton Ave., 

Passaic, NJ 07055
brightonasylum.com

https://japaneseschool.org
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.jwsny.org
https://paramuslibrary.org/
https://www.newjerseykogumayouchien.com
http://jmart-usa.com/en/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
中
心
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
西
56
丁
目
に
日
本

の
伝
統
的
な
美
意
識
と
世
界
中

の
最
先
端
技
術
を
融
合
し
、
内

面
か
ら
も
外
面
か
ら
も
輝
け
る

よ
う
な
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
を
提
供

す
る
メ
デ
ィ
カ
ル
美
容
サ
ロ
ン

「Re:forma

（
リ
フ
ォ
ー
マ
）」

が
９
日
、
開
店
し
た
。

　

安
心
で
信
頼
で
き
る
ク
リ
ニ

ッ
ク
を
目
指
す
同
サ
ロ
ン
は
、

男
性
に
も
対
応
し
て
お
り
、
加

圧
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
メ
ン
ズ
フ

ェ
イ
シ
ャ
ル
、
そ
し
て
男
性
向

け
の
髪
の
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

提
供
し
て
い
る
。
頭
か
ら
つ
ま

先
ま
で
の
全
身
ア
プ
ロ
ー
チ
を

提
供
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
幹

細
胞
治
療
や
再
生
医
療
に
重
点

を
置
き
、
ボ
ト
ッ
ク
ス
、
Ｉ

Ｖ
注
射
、SKINVIVE™

、
リ

ジ
ュ
ラ
ン®

、AQUAGOLD®

な
ど
の
肌
の
再
生
を
目
的
と
し

た
医
療
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
。
加

え
て
、
ウ
ル
セ
ラ
ピ
ー
や
レ
ー

ザ
ー
治
療
な
ど
の
最
新
技
術
を

用
い
た
美
容
と
健
康
を
ト
ー
タ

ル
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

加
藤
康
子
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
メ

ソ
ッ
ド
の
ゆ
る
加
圧®

・
ゆ
る

圧®

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
や
加
圧

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
も
ほ
か
で
は
体
験
で

き
な
い
独
自
の
技
術
を
提
供
。

美
容
加
圧
を
含
む
包
括
的
な
加

圧
ケ
ア
は
、
循
環
改
善
や
代
謝

向
上
、
筋
力
強
化
を
促
進
し
、

短
時
間
で
最
大
限
の
効
果
を
実

感
し
て
い
る
。

　

日
本
製
の
幹
細
胞
製
品
は
特

に
更
年
期
の
女
性
の
健
康
に
役

立
つ
製
品
を
提
供
し
て
お
り
、

女
性
の
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
や

健
康
維
持
に
貢
献
し
、
外
か
ら

の
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
で
は
な
く
、

女
性
を
身
体
の
内
面
か
ら
美
し

く
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
特
徴

だ
。
料
金
は
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
ニ

ュ
ー
に
よ
る
が
、初
回
す
べ
て
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
含
め
２
割
引
。

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
を
見
た
と
言
う

と
10
月
は
、3
割
引
き
に
な
る
。

Re:forma 
https://reformanyc.com
営業時間は 10am-8pm 
定休日 月曜日
(646)-370-3064

hello@reformanyc.com
Re:forma 

39 W 56TH ST, 2nd Floor
New York, NY 10019

藤田カンナ＝美容クリニック
「Re:forma」 と「Kirei House」
の代表として、日本の美の哲
学と、米国および世界中から
取り入れた先進的な技術を融
合させ、心身の調和を重視し
た総合的な美容と健康ケアを
提供している。コロンビア大
学で学んだビジネスと経営の
知識を活かし、最先端のアプ
ローチを追求している。

女
性
を
幹
細
胞
製
品
で
内
面
か
ら
美
し
く
す
る
。

男
性
向
け
頭
髪
の
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
充
実
。

メ
デ
ィ
カ
ル
美
容
サ
ロ
ン
開
店

新生モモタロー誕生

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
半
世
紀
に

わ
た
り
日
系
ヘ
ア
サ
ロ
ン
を
経

営
し
て
き
た
モ
モ
タ
ロ
ー
の
サ

ミ
ー
宮
本
社
長
（
78
）
が
こ
の

ほ
ど
名
誉
会
長
職
に
退
き
、
東

京
南
青
山
で
美
容
サ
ロ
ン
Ａ
Ｙ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
を
経
営
す
る
鈴
木
朋

弥
氏
（
53
）
に
経
営
権
を
譲
っ

た
。
そ
の
披
露
パ
ー
テ
ィ
ー
が

新
店
舗
と
な
る
五
番
街
５
７
５

番
地
２
階
で
開
催
さ
れ
た
。

　
「
自
分
が
な
り
た
い
イ
メ
ー

ジ
に
な
れ
る
美
容
サ
ロ
ン
、
21

世
紀
の
顧
問
美
容
師
」
を
目
指

し
て
25
年
間
日
本
で
活
躍
し
て

き
た
鈴
木
氏
が
、
念
願
の
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
進
出
を
果
た
し
た
。

鈴
木
氏
は
「
50
年
も
の
間
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
愛
さ
れ
続
け
て

き
た
老
舗
サ
ロ
ン
、
モ
モ
タ
ロ

ー
が
、
こ
の
た
び
、
五
番
街
に

移
転
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

ご
報
告
で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉

し
く
思
う
。
Ｎ
Ｙ
店
創
業
者
で

あ
る
サ
ミ
ー
さ
ん
が
築
き
上
げ

た
こ
の
サ
ロ
ン
は
、
技
術
、
文

化
、
お
客
様
へ
の
心
配
り
を
大

切
に
し
て
き
た
。
サ
ミ
ー
さ
ん

は
今
後
、
名
誉
会
長
と
し
て
サ

ロ
ン
を
見
守
っ
て
い
た
だ
く
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
精
神
を
受
け

つ
ぎ
な
が
ら
、
私
た
ち
は
さ
ら

に
進
化
し
て
い
く
つ
も
り
だ
。

今
回
、
五
番
街
で
ジ
ョ
ン
・
ア

レ
ン
氏
と
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
を
結
べ
る
こ
と
に
感
謝

し
て
い
る
。
彼
と
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
り 

Ａ
Ｙ
Ｏ
Ｍ

Ｏ
Ｔ
の
強
み
で
あ
る
ヘ
ア
、
メ

イ
ク
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
融
合

を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
、
こ
の
サ

ロ
ン
か
ら
多
く
の
新
し
い
物
語

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
」
と
挨
拶
し
た
。

　

花
束
を
受
け
取
り
、
バ
ト
ン

を
引
き
渡
し
た
宮
本
さ
ん
は

「
こ
う
し
て
鈴
木
く
ん
が
、
モ

モ
タ
ロ
ー
を
今
後
さ
ら
に
築
き

上
げ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
を

私
は
非
常
に
嬉
し
く
思
う
。
50

年
を
超
え
て
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
こ
こ
ま
で
頑
張
っ
て
こ
れ
た

こ
と
に
本
当
に
感
謝
し
て
ま

す
」
と
語
っ
た
。

東
京
の
Ａ
Ｙ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
が
経
営

サ
ミ
ー
さ
ん
は
名
誉
会
長
に

　

在
米
日
本
人
の
健
康
と
医
療

を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｔ
・

ふ
ら
っ
と
」
は
20
日
（
日
）
午

後
５
時
30
分
か
ら
、
ア
メ
リ
カ

生
活
に
必
要
な
医
療
知
識
「
医

療
保
険
の
賢
い
活
用
法
」
と
題

し
た
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。
シ
ア
ト
ル
近
郊
在
住
の
ロ

ン
グ
容
子
、
荻
本
佳
代
子
が
、

米
国
で
生
活
す
る
な
か
で
医
師

や
病
院
に
お
世
話
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
に
知
っ
て
お

く
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
説
明
す

る
。
今
回
は
「
ア
メ
リ
カ
の

医
療
費
は
高
い
っ
て
本
当
？
」

「
請
求
書
の
見
方
が
わ
か
り
に

く
い
」「
医
療
保
険
で
カ
バ
ー

さ
れ
な
い
検
査
っ
て
？
」
な
ど

の
質
問
に
答
え
、
医
療
保
険
を

上
手
に
活
用
す
る
た
め
の
手
引

き
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
申
し

込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://kurashiouenusa.
org

を
参
照
す
る
。

医
療
保
険

ウ
ェ
ビ
ナ
ー

花束を受けるサミーさん（左から２人目）と鈴木氏（左端）

https://www.sakagura.com/eastvillage
https://e-kaigo.net/
https://fancojapan.com/
https://neuroacuny.com/
http://www.easeny.com/
https://minglesoho-ny.com/
mailto:hello@reformanyc.com
https://reformanyc.com
https://kurashiouenusa.org
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米
国
在
住
の
多
く
の
在
留
邦

人
の
関
心
事
は
、「
い
つ
か
日

本
に
帰
国
す
る
か
も
し
れ
な

い
。
だ
が
、
そ
れ
は
い
つ
？
」

と
い
う
こ
と
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

で
、
第
18
回
秋
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ

ア
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、６
日
、

一
般
社
団
法
人
日
本
リ
レ
ー
シ

ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
協
会
代
表
理
事

で
司
法
書
士
の
山
口
里
美
さ
ん

が
、「
最
新
版
！
！
日
本
へ
の

永
住
帰
国
に
向
け
、
抑
え
た
い

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
！
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。
こ
の
帰
国
後
の

準
備
と
日
本
の
社
会
保
障
制
度

な
ど
を
テ
ー
マ
に
講
演
す
る
の

は
今
年
で
７
年
目
。
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
以
降
、
５
年
ぶ
り
の
対
面

式
Ｎ
Ｙ
講
演
と
あ
っ
て
、
会
場

は
入
室
定
員
上
限
の
70
人
い
っ

ぱ
い
の
超
満
員
と
な
っ
た
。

　

日
本
の
現
状
は
１
年
間
に

１
５
７
万
５
９
３
６
人
が
死
亡

す
る
。
こ
れ
か
ら
の
相
続
対
策

は
、
認
知
症
対
策
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
。
内
閣
府
の
調
査
で

２
０
２
５
年
は
認
知
症
は
５
人

に
１
人
な
の
が
、
２
０
６
０
年

に
は
３
人
に
１
人
に
な
る
。
そ

ん
な
中
で
増
え
て
い
る
の
が

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
数
で

７
０
０
万
人
を
超
す
。

　
「
米
国
か
ら
メ
ー
ル
で
連
絡

い
た
だ
き
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
、
そ
し

て
、
帰
国
さ
れ
て
か
ら
弊
社
オ

フ
ィ
ス
で
と
、
約
10
名
の
方
々

の
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
お
り

ま
す
。
内
容
は
、
施
設
を
お
探

し
す
る
、遺
言
書
を
作
成
す
る
、

死
後
事
務
委
任
契
約
を
結
ぶ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
」
と
い

う
。
例
え
ば
、
帰
国
後
に
自
分

で
高
齢
者
施
設
を
探
そ
う
と
し

て
も
、
そ
も
そ
も
、
情
報
が
ゼ

ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
と
探
す

の
に
相
当
な
時
間
が
か
か
る
。

事
前
に
情
報
を
得
て
お
く
こ
と

で
、
目
的
に
合
っ
た
施
設
を
早

く
探
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
こ

と
を
講
演
会
で
解
説
し
た
。

　
「
誰
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
山
口

さ
ん
の
セ
ミ
ナ
ー
を
聞
い
て
、

お
願
い
す
る
こ
と
が
で
き
て
本

当
に
よ
か
っ
た
と
言
わ
れ
ま

す
。『
私
の
友
人
に
も
こ
の
サ

ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た
い
』
と
お

友
達
を
紹
介
し
て
下
さ
っ
た
方

も
い
ま
す
」
と
い
う
。

　

ま
た
、
米
国
在
住
者
で
帰
国

す
る
人
の
経
済
面
で
の
大
き
な

関
心
は
、
米
国
で
受
け
取
っ
て

い
る
米
国
年
金
を
ど
の
よ
う
に

日
本
で
の
受
給
に
切
り
替
え
る

か
だ
。「
日
本
と
ア
メ
リ
カ
は

年
金
協
定
国
で
あ
る
の
で
、
日

本
の
年
金
事
務
所
の
手
続
き
を

行
え
ば
、
基
本
的
に
は
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
具
体
的
な
お
手
続
き
が
わ

か
ら
な
い
場
合
、
日
本
の
専
門

家
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
」
と
い
う
。
日
本
へ
の
帰

国
相
談
窓
口
と
し
て
、
山
口
さ

ん
に
相
談
す
れ
ば
大
体
の
解
決

策
は
見
つ
か
る
と
こ
ろ
が
心
強

い
。

　
「
自
分
で
自
由
に
動
く
こ
と

の
で
き
る
健
康
な
う
ち
の
ご
決

断
を
お
勧
め
し
ま
す
。帰
国
後
、

手
続
き
で
役
所
に
行
く
、
住
居

を
探
す
な
ど
、
結
構
体
力
の
必

要
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
」
と

話
す
。（
講
演
要
旨
５
面
に
、

三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

永
住
帰
国
者
の
手
続
き
を
支
援
す
る

一般社団法人日本リレーション
サポート協会代表理事

山口 里美さん
NYストスナ

 オシャレは街角から生まれる 152

OCTOBER

い
つ
の
時
代
も
学
生
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

　ファッション専門大学ではなくとも、学生の独創性とお金のかからない工
夫を凝らしたキャンパス・ファッションはほほ笑ましい。1889 年創立のバー
ナード大学はブロードウェー通りを挟んでコロンビア大学の真向いにある名
門女子リベラルアーツ・カレッジ。社会のリーダーを目指した卒業生は芸
術、ビジネス、政治、科学などさまざまな分野で活躍していると言われる。
合格率９％の難関を通った全校約 3400 人の人種構成は白人 37％、アジア系
20％、ヒスパニック系 15％、黒人系６％。向かいのコロンビア大学からも単
位を取れて、女子大の家庭的な環境と総合大学コロンビアの施設や豊富な研
究資料などメリットの多いことでも知られているバーナード。ストスナの対
象となった学生たちも自然な知性と礼儀正しさで応じてくれた。

　　　　　　　　　　      （ワインスタイン今井絹江、写真も )

  ◇氏名：マッケーナ　（20 歳）
◇職業：バーナード大学で社
会学と英語を専攻する３年生。
高校までは男女共学だったが、
女子大学の女性に対するサ
ポートが気に入っている。大
学院は共学を選ぶつもり。
◇居住地：学生寮住まいで出
身はワシントン州
◇着用の服：ジーンズはユニ
クロ、靴はドクターマーチン、

セーターや T シャツは古着屋
で購入
◇よく利用する店：ユニクロ
◇好きなブランド：ブランド
志向なし
◇着こなしで気をつけている
こと：実用性が一番。原色が
好きだけど服で「冒険」はし
ない
◇撮影場所：ブロードウェー
118 丁目のバーナード大学

https://kj-artist.jp/
https://reformanyc.com/
http://www.salon-oasis.net
https://www.hmakabelcsw.com/
http://maliliko.com
http://www.idocenter.com
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こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
は

「
親
子
交
流
会
」
を
実
施
し
た
。

新
年
度
が
始
ま
り
新
し
く
出
会

っ
た
保
護
者
同
士
の
親
睦
を
深

め
る
た
め
の
「
親
子
遠
足
」
だ

っ
た
が
「
親
子
交
流
会
」
に
形

を
変
え
、
５
年
ぶ
り
に
再
開
で

き
た
。
ま
ず
は
各
ク
ラ
ス
に
保

護
者
を
迎
え
、
親
子
で
ふ
れ
あ

い
遊
び
を
楽
し
ん
だ
。

　
３
歳
児
ク
ラ
ス
の
う
み
組
の

子
ど
も
た
ち
は
、
保
護
者
が
一

緒
の
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
に

嬉
し
そ
う
な
ち
ょ
っ
と
緊
張
し

た
表
情
。
抱
っ
こ
し
て
も
ら
っ

た
り
、
膝
の
上
で
バ
ス
ご
っ
こ

を
し
た
り
し
て
大
は
し
ゃ
ぎ
だ

っ
た
。
布
を
使
っ
た
い
な
い
い

な
い
ば
あ
で
は
「
も
う
い
っ
か

い
！
も
う
い
っ
か
い
！
」
と
リ

ク
エ
ス
ト
の
嵐
だ
っ
た
。
４
歳

児
ク
ラ
ス
の
そ
ら
組
は
、
保
護

者
と
顔
や
体
が
触
れ
合
う
だ
け

で
ケ
ラ
ケ
ラ
と
笑
い
声
が
止
ま

ら
ず
、
触
れ
合
っ
て
遊
ぶ
の
が

嬉
し
い
と
い
う
様
子
だ
っ
た
。

５
・
６
歳
児
ク
ラ
ス
の
た
い
よ

う
組
で
は
、
あ
ん
た
が
た
ど
こ

さ
や
ど
ん
ど
ん
ば
し
、
お
寺
の

和
尚
さ
ん
や
お
手
玉
と
い
っ
た

伝
承
遊
び
を
楽
し
ん
だ
。
当
日

は
祖
父
母
も
参
加
し
、
昔
な
が

ら
の
歌
で
家
族
で
楽
し
む
こ
と

が
で
き
た
。
ク
ラ
ス
内
で
楽
し

ん
だ
あ
と
は
全
ク
ラ
ス
で
フ
ィ

ー
ル
ド
へ
移
動
し
、
体
操
か
ら

ス
タ
ー
ト
。
自
分
の
知
っ
て
い

る
体
操
を
お
母
さ
ん
に
教
え
て

あ
げ
た
い
と
生
き
生
き
と
体
操

を
す
る
姿
も
あ
っ
た
。

親
子
交
流
会

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
）
は
９
月

26
日
、墨
絵
教
室
を
開
催
し
た
。

墨
絵
教
室
に
参
加
し
た
５
年
生

８
人
は
毎
週
書
写
の
授
業
は
行

っ
て
い
る
が
、
墨
と
筆
を
使
っ

て
絵
を
描
く
と
い
う
活
動
は
ほ

と
ん
ど
の
児
童
が
初
め
て
の
体

験
だ
っ
た
。 

　

当
日
、
講
師
の
田
中
丸
先
生

か
ら
墨
絵
に
つ
い
て
の
話
し
を

聞
き
、
墨
絵
の
基
本
で
あ
る
四

君
子
の
中
か
ら
竹
の
絵
を
描
い

た
。
ま
ず
は
３
つ
の
濃
淡
の
墨

汁
づ
く
り
か
ら
始
め
、
濃
い
墨

汁
か
ら
中
間
色
、
さ
ら
に
薄
い

色
を
作
り
出
し
て
い
く
。
半
紙

に
何
度
も
試
し
描
き
を
し
て
一

人
一
人
が
納
得
の
い
く
色
を
作

っ
て
い
っ
た
。
筆
の
使
い
方
や

墨
の
濃
淡
の
出
し
方
、
筆
の
運

び
方
を
習
っ
た
後
、
い
よ
い
よ

竹
を
描
く
活
動
へ
と
移
っ
た
。

最
初
は
墨
が
に
じ
ん
だ
り
、
全

く
濃
淡
が
出
な
か
っ
た
り
と
苦

労
し
て
い
た
が
、
練
習
を
繰
り

返
し
、
次
第
に
筆
の
運
び
方
の

コ
ツ
を
つ
か
み
、
濃
淡
を
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
っ
た
。
先
生
か
ら
「
竹
の

幹
の
濃
淡
の
付
け
方
が
上
手
」

「
笹
の
葉
を
描
く
の
が
う
ま
く

で
き
て
い
る
よ
」
な
ど
の
声
を

掛
け
ら
れ
、
児
童
た
ち
は
満
面

の
笑
顔
で
あ
っ
た
。
最
後
は
、

活
動
の
集
大
成
と
し
て
色
紙
に

墨
の
濃
淡
が
織
り
な
す
美
し
さ

を
感
じ
な
が
ら
「
竹
」
の
絵
を

描
い
た
。
子
供
た
ち
は
２
時
間

集
中
力
を
切
ら
さ
ず
に
活
動

し
、
出
来
上
が
っ
た
作
品
に
満

足
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
に
い

な
が
ら
伝
統
芸
術
に
触
れ
る
体

験
と
な
っ
た
。

墨
絵
教
室
で
伝
統
を
学
ぶ

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
５
年
生

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
小
田
切
利
幸
校
長
、
全

在
籍
数
３
９
３
人
）
は
９
月
28

日
、
毎
年
恒
例
の
幼
児
部
秋
祭

り
を
開
催
し
た
。
第
１
部
で
は

神
輿
担
ぎ
と
ソ
ー
ラ
ン
節
を
披

露
す
る
会
、
第
２
部
で
は
縁
日

ご
っ
こ
と
し
て
４
つ
の
ブ
ー
ス

（
金
魚
す
く
い
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣

り
、
的
当
て
、
お
化
け
ト
ン
ネ

ル
）
を
ま
わ
る
縁
日
が
行
わ
れ

た
。

　

第
１
部
で
は
、年
長
児
が「
パ

ン
ダ
」を
模
し
た
神
輿
を
担
ぎ
、

ホ
ー
ル
を
練
り
歩
い
た
。
神
輿

に
合
わ
せ
、
年
中
児
が
「
わ
っ

し
ょ
い
、
わ
っ
し
ょ
い
！
」
と

掛
け
声
を
か
け
、
ホ
ー
ル
は
賑

や
か
な
雰
囲
気
と
な
っ
た
。
青

や
緑
の
衣
装
を
着
て
神
輿
を
担

ぐ
姿
は
子
ど
も
ら
し
く
、
と
て

も
可
愛
ら
し
い
姿
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
年
長
児
が
「
ソ
ー
ラ

ン
節
」
を
披
露
。
音
楽
に
合
わ

せ
体
全
体
を
使
っ
て
踊
る
姿
は

と
て
も
勇
壮
で
あ
っ
た
。
昼
食

後
の
第
２
部
で
は
、
年
長
児
が

年
中
児
の
面
倒
を
見
な
が
ら
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
４
つ
の
ブ
ー

ス
を
回
っ
て
縁
日
を
楽
し
ん

だ
。
色
と
り
ど
り
の
浴
衣
や
甚

平
を
着
た
子
ど
も
達
が
お
祭
り

の
雰
囲
気
を
大
い
に
盛
り
上
げ

て
い
た
。

NJ 補習授業校幼児部

日本文化を満喫

http://www.gwjs.org
https://www.kikokushijoacademy.com/
http://www.hiroogakuen.ed.jp/
http://www.betteratmath.com
https://miray109.com/
http://www.jwsny.org
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
櫻
井
幹
也
校
長
）
は
、

９
月
28
日
に
「
メ
イ
プ
ル
祭
」

を
開
催
し
、
今
年
度
の
児
童
生

徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
常
笑
夢

配
』~Make a Smile. Make 

a Dream.~

を
テ
ー
マ
に
掲

げ
、
観
客
に
笑
顔
と
夢
を
届
け

る
発
表
を
行
っ
た
。

　

初
等
部
・
低
学
年
は
「
は
ら

ぺ
こ
あ
お
む
し
」
の
劇
。
英
語

の
歌
や
ダ
ン
ス
を
交
え
な
が

ら
、
表
現
力
豊
か
で
か
わ
い
ら

し
い
姿
を
届
け
た
。
高
学
年
は

「
ア
メ
リ
カ
再
発
見
の
旅
ツ
ア

ー
」
と
題
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ツ

ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
に
な
り
き

っ
て
自
分
達
が
調
べ
た
ア
メ
リ

カ
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
紹
介

し
た
。
初
等
部
は
全
学
年
英
語

ス
ピ
ー
チ
も
行
い
、「
好
き
な

こ
と
・
夢
や
目
標
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
日
頃
の
Ｅ
Ｓ
Ｌ
で
の

学
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
堂
々

と
暗
唱
し
た
ス
ピ
ー
チ
を
披
露

し
た
。
初
等
部
発
表
の
最
後
は

「
地
球
の
歌
」
を
二
部
合
唱
で

行
っ
た
。　

　

中
等
部
・
７
年
生
は
、「
マ

ジ
ッ
ク
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」

〜 

Ｍ
Ｓ
『
Ⅴ
』 

〜
、
８
年
生

は
「
ジ
ブ
リ
の
音
色
で
世
界

へ　

夢
と
笑
顔
を
届
け
る
」
〜 

Sharing Smiles and Dreams 
through Ghibli’s Music 

〜
、
９
年
生
は
「Gift from 

Parents

」
〜
そ
こ
に
愛
は
あ

る
ん
か
〜
と
い
う
題
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
年
ご
と
の
カ
ラ
ー
を

生
か
し
て
演
じ
た
。
３
学
年
と

も
オ
ー
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
で

の
英
語
劇
や
発
表
で
、
日
頃
の

学
習
の
成
果
が
見
ら
れ
た
。
中

等
部
合
唱
は
、
２
０
０
０
年
７

月
の
Ｇ
７
九
州
・
沖
縄
サ
ミ
ッ

ト
で
紹
介
さ
れ
て
注
目
を
集
め

た
「HEIWA

の
鐘
」
を
披
露

し
た
。
戦
争
や
争
い
の
な
い
世

界
を
願
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ

た
歌
で
、
歌
詞
に
は
平
和
の
重

要
性
や
、
人
々
が
共
に
手
を
取

り
合
っ
て
未
来
を
築
く
こ
と
の

大
切
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。　
　

　

校
舎
内
に
は
米
人
講
師
に
よ

る
ア
ー
ト
や
Ｅ
Ｓ
Ｌ
の
作
品
、

書
写
、
家
庭
科
、
英
語
科
、
生

活
科
、
国
語
科
、
社
会
科
な
ど

の
学
習
成
果
物
が
展
示
さ
れ

た
。
ア
ー
ト
作
品
は
、「Re[

…

]
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
サ
ス
テ

ィ
ナ
ブ
ル
の
重
要
性
を
示
し
、

児
童
生
徒
は
リ
サ
イ
ク
ル
素
材

を
使
っ
て
多
く
の
作
品
を
制
作

し
た
。

メ
イ
プ
ル
祭
を
開
催

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
で

　

東
京-

フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
こ
の
夏
、

２
７
５
人
の
日
本
に
縁
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
、
大
自

然
の
中
で
仲
間
た
ち
と
元
気
に

過
ご
し
た
。
来
年
の
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
プ
は
、
12
月
２
日
か
ら
参

加
受
付
を
予
定
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
な
か
、
フ
ロ
ス
ト

バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
来
年
の
夏

に
向
け
、
親
も
子
ど
も
も
安
心

し
て
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参
加

で
き
る
よ
う
に
と
、
10
月
27
日

（
日
）
に
現
地
で
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
を
日
本

語
で
開
催
す
る
。参
加
費
無
料
、

現
地
集
合
解
散
。
当
日
は
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
か
ら
の
解
説
、
サ
イ

ト
ツ
ア
ー
な
ど
キ
ャ
ン
プ
の
雰

囲
気
を
体
験
で
き
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
は
キ
ャ
ッ
ツ
キ

ル
自
然
保
護
区
に
あ
る
「
フ
ロ

ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
」
で
、

同
地
は
自
然
環
境
、
施
設
、
ス

タ
ッ
フ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
て

で
北
米
キ
ャ
ン
プ
場
の
モ
デ
ル

と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い

る
。豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
、

同
じ
よ
う
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
仲
間
と
か
け
が
え
の
な
い

時
間
を
過
ご
し
、
国
際
人
と
し

て
の
足
場
を
築
い
て
い
く
。

　

問
い
合
わ
せ
は
日
本
語

で
Ｅ
メ
ー
ルtokyo-info@

frostvalley.org/

ま
で  

。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト http://

www.ymcatfv.org

を
参
照
。

東京-フロストバレーＹＭＣＡ

オープンハウスを実施 27日に
来年のサマーキャンプを解説

育
英
学
園
ダ
ン
ス
講
習
会

日
本
の
小
学
校
で
も
人
気

　

中
秋
の
名
月
の
９
月
17
日
、

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
全
日
制
小
学
部

に
て
プ
ロ
の
ダ
ン
サ
ー
を
講
師

に
招
い
て
ダ
ン
ス
講
習
会
が
行

わ
れ
た
。
指
導
講
師
は
藤
原
悠

先
生
。小
学
生
の
中
に
は
日
頃
、

放
課
後
の
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
で
踊

っ
て
い
る
児
童
も
い
れ
ば
初
め

て
の
子
ど
も
も
大
勢
い
た
。
レ

ベ
ル
の
差
は
あ
っ
た
が
ビ
ー
ト

の
効
い
た
ダ
ン
ス
音
楽
に
あ
わ

せ
て
約
2
時
間
、
ぎ
こ
ち
な
か

っ
た
子
ど
も
達
に
も
笑
顔
が
出

る
頃
に
は
、
だ
ん
だ
ん
動
き
が

滑
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。 

後

半
に
は
2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
発
表
を
見
せ
合
い
、
満
足
で

き
る
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

「
最
近
で
は
日
本
の
小
学
校
で

も
ダ
ン
ス
が
盛
ん
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ダ
ン
ス
の
中
心
地
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
活
躍
す
る
専
門
家

に
直
接
習
う
機
会
を
こ
れ
か
ら

も
作
っ
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も

達
に
は
是
非
表
現
力
を
身
に
つ

け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」
と

岡
本
徹
学
園
長
は
語
っ
て
い

た
。

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
校
（
牧
野
佳
代
子

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）
幼
児
部
は
9

月
28
日
、
8
・
9
月
生
ま
れ
の

お
誕
生
会
を
実
施
し
た
。
こ
の

日
の
た
め
に
一
緒
に
参
加
し
た

誕
生
児
の
保
護
者
は
、
誕
生
児

が
ど
ん
な
赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
の

か
を
写
真
な
ど
を
提
示
し
な
が

ら
愛
情
あ
ふ
れ
る
話
し
を
披
露

し
た
。
ま
た
、
保
育
士
に
よ
る

マ
ジ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー
を
楽
し

み
、
誕
生
児
達
は
学
園
か
ら
冠

と
写
真
入
り
の
誕
生
日
カ
ー
ド

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、
と
て
も

嬉
し
そ
う
だ
っ
た
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う

育
英
サ
タ
デ
ー
校
で

https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
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こ
ん
に
ち
は
。
早
稲
田
ア
カ

デ
ミ
ー
Ｎ
Ｙ
校
の
川
村
で
す
。

今
月
は
、
８
月
に
引
き
続
き
、

中
学
入
試
に
お
け
る
「
５
つ
の

受
験
パ
タ
ー
ン
」
に
つ
い
て
説

明
い
た
し
ま
す
。
帰
国
生
中
学

入
試
に
お
け
る
受
験
科
目
パ
タ

ー
ン
は
、
①
英
語
型　

②
３

科
型
（
英
算
国
）　

③
２
科
型　

④
４
科
型
（
算
国
理
社
）　

⑤

独
自
型
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
回
は
「
そ
の
３
」
と

し
て
、
上
記
の
う
ち
、
⑤
独
自

型
を
取
り
上
げ
て
説
明
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。（
①
〜
④

の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
週

刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

　

独
自
型
の
入
試
で
は
文
字
通

り
、
①
〜
④
の
い
ず
れ
に
も
分

類
さ
れ
な
い
、
独
自
の
入
試
形

態
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
適

性
検
査
や
作
文
・
面
接
の
み
を

行
う
場
合
や
、
国
語
・
算
数
・

英
語
か
ら
２
科
目
選
択
し
て
受

験
す
る
場
合
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
公
文
国
際
学
園

で
は
「
適
性
検
査
＋
英
語
＋
面

接
」
で
入
試
が
行
わ
れ
ま
す
。

東
京
学
芸
大
学
附
属
国
際
中
等

教
育
学
校
で
は
「
作
文
・
適
性

試
験
＋
面
接
＋
書
類
審
査
」
に

て
、
ま
た
東
京
都
立 
立
川
国

際
中
等
教
育
学
校
や
東
京
都
立 

白
鷗
高
等
学
校
附
属
中
学
校
で

は
「
作
文
＋
面
接
」
な
ど
で
入

試
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

適
性
試
験
は
、
主
に
公
立
中

高
一
貫
校
で
行
わ
れ
て
い
る
、

思
考
力
を
問
わ
れ
る
形
式
の
も

の
が
多
い
の
で
、
ま
ず
は
基
礎

的
な
知
識
や
教
養
を
押
さ
え
、

そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
、
問
わ
れ
た

こ
と
に
対
し
て
論
理
的
に
説
明

で
き
る
よ
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

独
自
型
で
入
試
を
実
施
す
る
学

校
は
あ
ま
り
多
く
な
く
、
倍
率

も
高
い
場
合
も
多
い
の
で
、
し

っ
か
り
算
数
・
国
語
・
ま
た
は

理
社
や
英
語
を
学
習
し
、
①
英

語
型
②
３
科
型
③
２
科
型
④
４

５
つ
の
受
験
科
目
パ
タ
ー
ン

　

そ
の
３ 4

科
型
と
組
み
合
わ
せ
て
学
校
選

び
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　

今
回
は
こ
こ
ま
で
と
な
り
ま

す
。
11
月
は
「
帰
国
生
高
校
受

験
④　

英
数
国
３
科
目
入
試
の

戦
い
方
」、
そ
し
て
12
月
に
は

「
帰
国
生
中
学
受
験
⑤　

面
接
・

作
文
」
に
つ
い
て
お
伝
え
い
た

し
ま
す
。
次
回
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　

◇

　
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
＝
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
取
締
役
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

現
地
代
表
。
２
０
０
２
年
に
株

式
会
社
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
社
後
、
埼
玉
県
内
の
校
舎
で

小
中
高
生
に
進
学
指
導
を
行

う
。
そ
の
後
、
高
校
受
験
部
英

語
科
目
責
任
者
と
し
て
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
ス
ト
な
ど

の
基
盤
を
整
え
た
後
、
帰
国
生

入
試
の
専
門
部
署
で
あ
る
国
際

部
に
配
属
。
英
語
専
門
校
舎
統

括
責
任
者
を
経
て
、
23
年
3
月

よ
り
現
職
。

　

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学

校
の
小
学
５
年
生
５
人
が
９
月

28
日
、
本
紙
・
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

編
集
部
を
見
学
し
た
。
当
日
は

自
分
た
ち
が
制
作
し
た
壁
新
聞

を
持
参
し
、
本
紙
編
集
長
の
三

浦
か
ら
見
出
し
の
付
け
方
や
記

事
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
ポ
イ
ン
ト

を
聞
い
た
。
記
事
を
作
る
時
の

５
Ｗ
１
Ｈ
（
い
つ
、
ど
こ
で
、

だ
れ
が
、
な
に
を
、
ど
う
し
て
、

ど
の
よ
う
に
）
と
い
う
記
事
を

成
立
さ
せ
る
必
要
要
件
や
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
編
集
機

能
の
向
上
で
作
業
効
率
が
高
ま

っ
た
現
代
も
、
記
者
た
ち
か
ら

集
ま
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
記
事
を
ど

の
ペ
ー
ジ
に
ど
の
く
ら
い
の
大

き
さ
で
ど
う
伝
え
る
か
は
編
集

者
が
自
分
の
頭
で
考
え
レ
イ
ア

ウ
ト
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
作
業
説
明
に
、
児
童
た
ち

は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校

５
年
生
が
見
学

本
紙
編
集
部
に

https://starchildny.com/
http://shidogakuin.com


　

母
は
日
本
人
で
す
が
、
父

は
中
国
人
で
す
。
で
す
か
ら
、

日
曜
日
の
日
本
語
学
校
の
他

に
、
土
曜
日
に
も
中
国
語
学

校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
中
国

と
日
本
は
遠
く
て
違
う
言
語

だ
と
思
わ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
実
は
日
本
語
と
中

国
語
に
は
い
ろ
い
ろ
な
共
通

点
が
あ
り
ま
す
。
中
国
語
と

日
本
語
は
ど
う
違
う
の
か
？

共
通
点
も
あ
る
の
か
？
私
は

こ
の
二
つ
の
言
語
に
囲
ま
れ

て
育
っ
た
の
で
、
今
か
ら
そ

れ
に
つ
い
て
少
し
説
明
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
み
な
さ
ん
が
知
っ

て
い
る
事
だ
と
は
思
い
ま
す

が
、
日
本
は
中
国
か
ら
漢
字

を
採
用
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

中
国
は
全
て
の
文
章
に
漢
字

を
使
っ
て
い
て
、
日
本
は
漢

字
の
他
に
、
カ
タ
カ
ナ
、
ひ

ら
が
な
も
使
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
聴
い
た
ら
日
本
語
の

方
が
複
雑
で
難
し
そ
う
に
聞

こ
え
ま
す
が
、
平
均
的
な
日

本
人
は
二
千
字
程
の
漢
字
を

習
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

中
国
人
は
八
千
か
ら
一
万
字

程
を
習
っ
て
い
ま
す
。
私
は

ま
だ
そ
ん
な
に
た
く
さ
ん
は

学
習
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
中

国
語
の
方
が
難
し
く
て
複
雑

だ
と
感
じ
る
事
が
多
い
で
す
。

ま
た
、
中
国
で
は
た
く
さ
ん

の
言
語
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
特
に
た
く
さ
ん

の
人
が
話
す
二
つ
の
方
言
の

北
京
語
と
カ
ン
ト
ン
語
が
あ

り
ま
す
。
私
は
北
京
語
を
習

っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
さ
き
ほ
ど
話
し

た
よ
う
に
中
国
人
は
た
く
さ

ん
の
漢
字
を
習
う
た
め
、
よ

く
日
本
語
学
校
で
習
う
漢
字

が
、
も
う
す
で
に
中
国
語
学

校
で
習
っ
て
し
ま
っ
て
い
る

事
が
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
あ
り
ま

す
。
例
え
ば
、
今
年
習
っ
た

却
下
の
「
却
」
と
い
う
漢
字

は
も
う
数
年
前
に
中
国
語
学

（15）　　 ［作文のページ］ 2024年（令和 6年）10月 12日（土）
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ア
メ
リ
カ
で
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」

　
　
　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
校
高
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
満
里
奈

校
で
習
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

し
て
も
、
い
つ
も
日
本
語
学

校
の
漢
字
テ
ス
ト
は
百
点
に

は
程
遠
い
の
で
す
が
。

　

で
も
、
日
本
語
の
方
が
難

し
い
と
感
じ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
日
本
語
は

一
つ
の
漢
字
に
音
読
み
と
訓

読
み
が
あ
る
の
に
対
し
て
、

中
国
語
は
全
部
同
じ
読
み
方

で
す
。
そ
の
か
わ
り
に
、
中

国
語
に
は
い
ろ
い
ろ
な
イ
ン

ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
違

う
と
、
漢
字
も
意
味
も
変
わ

っ
て
し
ま
う
の
で
、
注
意
が

必
要
で
す
。
例
え
ば
、
お
母

さ
ん
の
意
味
の
、「
妈
」
と
馬

の
意
味
の
「
馬
」
と
の
違
い

で
勘
違
い
が
起
き
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

最
後
に
、
中
国
語
と
日
本

語
の
文
法
の
違
い
に
つ
い
て

で
す
。
日
本
語
は
、
主
語
、

目
的
語
、
述
語
の
順
番
で
す

が
、
中
国
語
は
英
語
と
同
様

で
、
主
語
、
述
語
、
目
的
語

の
順
番
に
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、「
私
は
学
校
に
行
き
ま
す
」

は
、「
我
去
学
校
」
と
な
り
ま

す
。

　

ま
だ
ま
だ
あ
げ
ら
れ
な
か

っ
た
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

大
き
な
違
い
は
伝
え
ら
れ
た

か
と
お
も
い
ま
す
。

　
　
　

   　
　
（
米
国
生
ま
れ
）

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
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半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。
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最
近
私
の
毎
日
は
忙
し
く

な
り
ま
し
た
。
高
校
生
の
生
活

は
忙
し
い
：
朝
ご
は
ん
卵
一

つ
と
パ
ン
一
切
れ
、
そ
の
ま

ま
バ
ス
停
へ
走
っ
て
行
く
私
。

朝
６
時
45
分
。
月
曜
日
の
朝

６
時
か
ら
７
時
ま
で
、
水
泳

部
の
筋
ト
レ
を
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
ど
ん
ム
キ
ム
キ
に
な
っ

て
い
く
の
で
、
10
パ
ウ
ン
ド

以
上
は
持
ち
た
く
な
い
で
す
。

７
時
半
か
ら
学
校
が
始
ま
り

ま
す
。
一
時
間
目
は
英
語
、

「The Great Gatsby

」
を
今

読
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
本
で

は
、
色
々
な
変
な
人
々
が
登

場
し
ま
す
。
二
時
間
目
に
は

物
理
学
、
先
生
は
困
っ
た
人

で
こ
の
ク
ラ
ス
で
は
何
も
学

べ
ま
せ
ん
…
ま
だ
テ
ス
ト
で

B
も
取
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

三
時
間
目
は
微
積
分
学
、

授
業
は
と
て
も
難
し
い
で
す

が
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
先

生
の
教
え
方
が
難
し
く
て
、

ク
ラ
ス
の
皆
で
教
え
合
っ
て

い
ま
す
。
数
学
の
生
徒
の
協

力
体
制
に
は
素
晴
ら
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
最
近
大
き

な
期
末
テ
ス
ト
を
受
け
て
緊

張
し
て
い
ま
す
。
四
時
間
目

は
毎
日
交
互
に
、
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
、
ま
た
は
心
理
学
の
ク

ラ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
で
は
最
近
コ
ン

サ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。
き

れ
い
な
音
楽
を
弾
き
、
そ
の

旋
律
（
せ
ん
り
つ
）
が
う
ま

く
重
な
っ
た
時
に
は
胸
が
ド

キ
ド
キ
し
ま
す
。
心
理
学
で

は
色
々
な
事
を
学
び
ま
す
。

社
会
と
し
て
受
け
て
い
ま
す

が
、
と
て
も
理
科
的
な
授
業

で
す
。
最
近
の
期
末
テ
ス
ト

で
は
、
70
分
で
１
０
０
個
も

問
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

火
曜
日
の
学
校
の
放
課
後

に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
リ
ハ
ー

サ
ル
が
あ
り
ま
す
。
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
が
二
つ
あ
る
の
で
、

合
同
リ
ハ
ー
サ
ル
は
と
て
も

重
要
で
す
。
リ
ハ
ー
サ
ル
の

後
、
学
校
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。
私

が
通
っ
て
い
た
小
学
校
の
ク

ラ
ブ
活
動
を
手
伝
っ
て
い
ま

す
。
懐
か
し
い
学
校
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
す
る
の
は
楽
し
い

で
す
ね
。
水
曜
日
、
学
校
の

放
課
後
は
水
泳
部
の
筋
ト
レ

を
し
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り

15
パ
ウ
ン
ド
が
マ
ッ
ク
ス
か

な
。
最
近
木
曜
日
の
放
課
後

に
水
泳
の
大
会
が
あ
り
ま
す
。

　

わ
た
し
は
ア
メ
リ
カ
に
来

る
前
は
マ
ン
シ
ョ
ン
に
す
ん

で
い
て
、
く
み
ん
の
う
園
で

や
さ
い
を
そ
だ
て
て
い
ま
し

た
。
一
、二
週
間
に
一
回
ぐ
ら

い
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
の
わ
た
し
の
家
は
一
け

ん
家
で
に
わ
が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
日
本
の
ス
ー
パ
ー
で

き
ゅ
う
り
の
な
え
を
買
っ
て

そ
だ
て
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
さ
い
し
ょ
に
草
を
ぬ

い
て
、
買
っ
て
き
た
や
さ
い

の
土
を
ま
い
て
、
に
わ
の
土

と
ま
ぜ
ま
し
た
。
そ
し
て
土

に
あ
な
を
ほ
っ
て
な
え
を
入

れ
、
土
を
か
ぶ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
し
っ
か
り
水
を
あ

げ
ま
し
た
。

　

毎
日
お
世
話
を
し
ま
し
た
。

一
か
月
く
ら
い
で
く
き
が
の

び
て
き
た
の
で
、
し
ち
ゅ
う

を
立
て
ま
し
た
。
さ
ら
に
の

び
て
と
な
り
の
バ
ラ
の
木
に

も
少
し
ま
き
つ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
わ
た
し
は
黄
色
の

花
と
小
さ
い
き
ゅ
う
り
を
見

つ
け
ま
し
た
。
さ
わ
っ
て
み

る
と
チ
ク
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
一
週
間
ぐ
ら
い
で

食
べ
ら
れ
る
ぐ
ら
い
に
な
り

ま
し
た
。
弟
と
い
っ
し
ょ
に

と
っ
て
、
き
れ
い
に
あ
ら
っ

て
、
夜
ご
は
ん
に
サ
ラ
ダ
に

し
て
食
べ
ま
し
た
。
自
分
で

そ
だ
て
た
き
ゅ
う
り
は
び
っ

く
り
す
る
ほ
ど
お
い
し
か
っ

た
で
す
。

　

そ
の
後
も
つ
ぎ
か
ら
つ
ぎ

に
き
ゅ
う
り
が
出
来
て
い
る

の
で
、
し
ば
ら
く
き
ゅ
う
り

買
わ
な
く
て
も
い
い
と
思
い

ま
し
た
。
が
ん
ば
っ
て
た
く

さ
ん
食
べ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

   　
（
滞
米
２
年
）

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

「
日
本
語
と
中
国
語
の

　
　
　
　
　

違
い
に
つ
い
て
」

　
　
　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ー
　
希
子

　

ぼ
く
は
、
三
年
生
三
学
き

に
は
じ
め
て
育
英
学
園
に
入

園
し
ま
し
た
。
初
め
て
教
室

に
入
る
と
き
は
、
と
て
も
き

ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。
け
れ

ど
、
み
ん
な
と
は
初
め
て
と

は
思
え
な
い
ぐ
ら
い
、
す
ぐ

友
だ
ち
に
な
れ
ま
し
た
。

　

入
園
し
て
か
ら
、
も
ち
つ

き
大
会
、
書
き
初
め
大
会
、

ス
ケ
ー
ト
教
室
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
経
け
ん
で
き
て

う
れ
し
い
で
す
。
一
番
心
に

の
こ
っ
た
の
は
も
ち
つ
き
大

会
で
す
。
み
ん
な
で
つ
い
た

お
も
ち
が
と
て
も
お
い
し
か

っ
た
で
す
。

　

お
ど
ろ
い
た
の
は
行
事
だ

け
で
な
く
、
一
日
七
時
間
目

ま
で
あ
る
こ
と
や
、
金
曜
日

が
一
日
中
英
語
の
じ
ゅ
業
な

こ
と
に
も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　

ぼ
く
が
行
っ
た
三
つ
の
学

校
の
中
で
一
番
す
ご
い
と
思

い
ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
広

く
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
ま

で
つ
い
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん

か
ら
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ど
に

ま
ぜ
て
も
ら
え
て
う
れ
し
い

で
す
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も

楽
し
い
こ
と
は
、
今
こ
こ
で

み
ん
な
と
楽
し
く
じ
ゅ
業
を

受
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

ま
だ
来
た
ば
っ
か
り
だ
け

ど
、
転
校
し
て
し
ま
っ
た
友

だ
ち
も
い
ま
し
た
。
友
だ
ち

と
の
わ
か
れ
は
さ
み
し
い
で

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
育
英
学

園
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
ち

ょ
う
せ
ん
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

そ
し
て
い
つ
か
は
、
こ
の

学
園
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、

活
や
く
し
て
い
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。
委
員
会
活

動
や
や
っ
た
こ
と
が
な
い
新

し
い
こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
、

な
か
よ
く
楽
し
い
学
園
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
２
か
月
）

「にわのきゅうり」
　　　　ニューヨーク補習授業校W校小２

　　　　　　　　　　　内とう　かこ

大
会
は
毎
週
一
、二
回
、
ち
ら

ほ
ら
と
あ
り
ま
す
。
高
校
の

水
泳
大
会
は
と
て
も
わ
ん
さ

か
し
て
い
ま
す
。
四
時
間
も

か
か
る
場
合
が
多
い
け
ど
皆

ん
な
で
応
援
し
合
う
の
が
楽

し
い
で
す
。
み
ん
な
が
応
援

団
な
の
で
大
会
は
と
て
も
盛

り
上
が
り
ま
す
。
金
曜
日
の

放
課
後
は
時
々
友
達
と
遊
ぶ
。

一
緒
に
家
で
美
味
し
い
料
理

を
作
っ
た
り
、
家
で
の
ん
び

り
と
過
ご
し
た
り
、
モ
ー
ル

に
行
っ
た
り
、
夜
に
ス
ケ
ー

ト
を
し
て
い
ま
す
。

　

い
つ
も
家
に
は
４
時
ぐ
ら

い
に
着
き
ま
す
。
宿
題
は
も

ち
ろ
ん
大
量
に
あ
り
ま
す
。

英
語
で
は
本
読
み
、
感
想
文

とmembean

と
い
う
単
語

学
習
。
物
理
学
は
ワ
ー
ク
や

ビ
デ
オ
を
見
て
感
想
を
書
く
。

微
積
分
学
で
は
み
ん
な
嫌
い

なdeltamath

。
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
は
や
っ
ぱ
り
練
習
。
心

理
学
は
10
ペ
ー
ジ
も
の
メ
モ

と
小
テ
ス
ト
。
毎
日
の
宿
題

は
全
部
終
わ
ら
せ
な
く
て
も
、

き
ち
ん
と
週
末
ま
で
に
は
全

部
終
わ
ら
せ
ま
す
。
宿
題
終

わ
っ
た
ら
夜
ご
飯
、
30
分
も

な
い
ぐ
ら
い
で
食
べ
終
え
ま

す
。

　

火
曜
日
夜
６
時
半
か
ら
７

時
半
ま
で
水
泳
を
教
え
て
い

ま
す
。
10
歳
以
下
の
子
供
に

叫
び
な
が
ら
コ
ー
チ
ン
グ
し

て
い
ま
す
。
毎
回
声
が
割
れ

て
し
ま
う
私
。
コ
ー
チ
ン
グ

の
後
は
、
直
接
水
泳
の
練
習

へ
。
大
会
が
な
け
れ
ば
毎
日

二
時
間
水
泳
、
高
校
の
水
泳

は
と
て
も
競
争
心
が
あ
る
か

ら
み
ん
な
必
死
で
す
。
私
は

そ
こ
ら
へ
ん
で
浮
か
ん
で
い

ま
す
。
水
泳
が
終
わ
っ
た
ら

も
う
９
時
半
、
帰
宅
直
後
に

お
風
呂
入
っ
て
歯
磨
き
す
る
。

そ
し
て
や
っ
と
11
時
前
に
は

寝
ら
れ
る
か
な
？

　

土
曜
日
は
日
本
語
補
習
校
。

補
習
校
は
12
時
半
に
終
わ
る

の
で
友
達
と
一
緒
に
昼
ご
飯

を
食
べ
に
行
き
ま
す
。
冬
は

特
に
土
曜
に
水
泳
大
会
が
あ

る
の
で
、
補
習
校
は
欠
席
す

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
。
大
き

な
水
泳
大
会
は
土
日
、
二
日

続
け
て
あ
る
場
合
が
多
い
で

す
。
日
曜
日
、
水
泳
が
な
け

れ
ば
束
の
間
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
。

私
の
毎
日
は
忙
し
い
。
昔
は

水
泳
だ
け
で
忙
し
か
っ
た
け

ど
高
校
に
入
っ
て
か
ら
宿
題

が
増
え
、
部
活
で
活
動
す
る

こ
と
も
増
え
、
も
っ
と
忙
し

く
な
り
ま
し
た
。
だ
け
ど
こ

ん
な
に
色
ん
な
こ
と
が
で
き

る
の
は
今
だ
け
だ
し
、
す
ご

い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の

作
文
を
書
い
て
、
自
分
で
も

毎
週
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
に

気
付
き
ま
し
た
。「
忙
し
い
」

と
い
う
こ
と
は
と
て
も
大
切

で
す
ね
。
皆
さ
ん
は
毎
日
忙

し
い
で
す
か
？
頑
張
り
ま
し

ょ
う
！

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
） 「

三
年
生
は
じ
め
て
の
育
英
学
園
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全
日
制
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
　
旺
典

https://japaneseschool.org
mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
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人
を
招
待
し
て
、
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
、

集
ま
っ
て
食
事
を
す
る
時
に
、
気
に
な
る
の
が
、

食
べ
物
を
超
え
て
、
全
体
の
雰
囲
気
と
食
べ
物
の

色
あ
い
。
和
紙
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
照
明
は
、
手
漉

き
和
紙
を
使
い
、
日
本
の
木
工
芸
と
を
組
み
合
わ

せ
、
食
事
の
魅
力
を
十
分
に
引
き
出
す
魔
法
の
光

り
を
創
り
だ
す
。
温
か
み
の
あ
る
光
は
、
雰
囲
気

を
も
和
ま
す
。
正
し
く
「
和
」
紙
で
あ
る
。

 　
こ
の
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
照
明
は
、
耐
火
性
和
紙
の

内
部
照
明
で
、
自
然
と
や
わ
ら
か
さ
を
な
感
じ
る

一
方
で
、
内
部
は
耐
火
性
材
で
補
強
。
破
れ
る
こ

と
は
な
く
、
か
つ
、
こ
ち
ら
の
消
防
法
に
準
拠
し

て
い
る
。
壁
の
照
明
も
同
様
。
ア
メ
リ
カ
で
の
使

用
に
最
適
。
特
別
製
作
。

 　

障
子
を
窓
な
ど
に
施
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
・
ス

タ
イ
ル
と
木
や
自
然
素
材
を
う
ま
く
使
っ
たmid 

century style
の
家
具
で
、
和
紙
と
家
具
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
か
ら
、
艶
や
か
な
、
色
彩
感
の
あ
り
、
か

つ
少
し
古
典
的
な
雰
囲
気
を
出
す
。
障
子
の
本
物

の
和
紙
か
ら
も
れ
る
や
さ
し
い
光
で
、
和
を
感
じ

な
が
ら
自
然
な
生
活
を
堪
能
で
き
る
。

 　

照
明
は
プ
レ
シ
ャ
ス
・
ピ
ー
ス
で
の
、
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
、
障
子
や
枠
は
、
取
り
付
け
場
所
の
寸

法
に
合
わ
せ
て
つ
く
る
の
で
、
基
本
的
に
す
べ
て

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
、
仕
上
げ
の
木
工
事
な
ど
除
き
、

障
子
和
紙
４
枚
分
で
、
だ
い
た
い
２
０
０
０
ド
ル

く
ら
い
か
ら
（
色
々
な
地
域
・
法
律
条
件
や
、
寸

法
に
よ
っ
て
異
な
る
ほ
か
、
物
品
の
み
で
設
置
代

含
ま
ず
）。
家
具
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ナ
カ
シ
マ
。

（
写
真
提
供
・
プ
レ
シ
ャ
ス
・
ピ
ー
ス
）

問い合わせは　info@precious-piece.com　小平さん

和紙のシャンデリアでゆったりとしたディナーのひと時

　

２
０
２
３
年
か
ら
２
０
２
４

年
春
に
か
け
て
の
不
動
産
市
場

は
、
ロ
ー
ン
の
金
利
が
高
い
に

も
関
わ
ら
ず
、
一
戸
建
て
、
コ

ン
ド
や
コ
ー
ポ
等
、
全
て
の
物

件
が
市
場
に
出
る
と
あ
っ
と
い

う
間
に
買
手
が
付
く
状
況
で
し

た
。
し
か
も
買
手
は
希
望
売
却

金
額
よ
り
高
い
金
額
で
オ
フ
ァ

ー
を
入
れ
な
い
と
到
底
購
入
が

出
来
な
い
有
様
で
し
た
。
売
手

に
と
っ
て
は
期
待
値
以
上
で
売

却
が
で
き
て
い
ま
し
た
が
、
夏

頃
か
ら
近
年
稀
に
見
た
物
件
不

足
が
解
消
し
つ
つ
あ
り
、
値
付

け
も
以
前
の
様
な
高
値
か
ら
妥

当
な
金
額
が
目
に
付
く
様
に
な

り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
９
月
17
日
に
Ｆ
Ｒ
Ｂ

（
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
）

が
０
・
５
％
の
金
利
の
値
下
げ

を
発
表
後
、
待
っ
て
ま
し
た
と

ば
か
り
に
物
件
が
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
出
始
め
て
お
り
、
半
年
前
の

市
場
が
信
じ
ら
れ
な
い
ぐ
ら
い

に
不
動
産
市
況
は
静
か
で
、
正

常
な
状
態
に
戻
る
日
も
近
そ
う

で
す
。
残
念
な
が
ら
高
級
住
宅

地
で
優
良
学
区
の
ブ
ロ
ン
ク
ス

ビ
ル
、
ス
カ
ー
ス
デ
ー
ル
や
ラ

イ
等
の
地
域
は
ま
だ
物
件
数
も

少
な
く
値
段
も
下
が
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
来
春
ま
で
に
は
落
ち

着
く
の
で
は
無
い
か
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
８
月
に
米
国
不
動

産
業
界
で
起
き
た
大
き
な
動
向

と
し
て
、
不
動
産
手
数
料
の
支

払
い
義
務
に
関
し
て
の
訴
訟
が

あ
り
ま
す
。
今
ま
で
ほ
ぼ
自
動

的
に
売
手
が
売
手
側
と
買
手
側

の
両
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
不
動
産

手
数
料
の
支
払
い
を
強
い
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
中
西
部
で
売

手
が
起
こ
し
た
訴
訟
に
よ
り
全

米
レ
ベ
ル
で
の
強
制
的
な
売
手

に
よ
る
買
手
側
の
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
へ
の
手
数
料
の
支
払
い
が
違

法
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
報
酬

に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
売
手
と

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
、
買
手
と
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
間
の
契
約
が
必
要
と

な
り
、
売
手
は
自
分
の
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
の
報
酬
の
み
責
任
を
負

い
、
買
手
も
買
手
側
の
エ
ー
ジ

ェ
ン
ト
の
支
払
い
を
負
う
事
に

な
り
ま
し
た
。

　

す
で
に
中
西
部
等
の
よ
う
な

不
動
産
価
格
が
低
い
地
域
で
は

こ
の
形
式
に
移
行
し
て
い
ま
す

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
ま
だ

売
手
が
両
サ
イ
ド
の
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
の
報
酬
を
支
払
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
売
手
も
売
買

金
額
を
下
げ
る
の
で
は
な
く
、

不
動
産
手
数
料
を
払
う
形
で
節

税
対
策
を
選
ん
で
い
る
よ
う
で

す
が
、
徐
々
に
日
本
の
不
動
産

の
商
習
慣
と
同
じ
様
に
買
手
も

手
数
料
の
支
払
い
が
余
儀
な
く

さ
れ
る
の
で
は
と
思
わ
れ
ま

す
。

（
リ
ロ
リ
ダ
ッ
ク　

ウ
ェ
ス
ト

チ
ェ
ス
タ
ー
オ
フ
ィ
ス　

ア
レ

ン
梢
）

Ｎ
Ｙ
の
最
新
不
動
産
市
場
と
動
向

　

歴
史
的
建
造
物
や
普
段
は
閉

鎖
さ
れ
て
い
る
建
物
が
一
般
開

放
さ
れ
る
1
年
に
1
度
の
イ
ベ

ン
ト
、
第
22
回
「
オ
ー
プ
ン
ハ

ウ
ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ウ
ィ

ー
ク
エ
ン
ド
」
が
18
日
（
金
）

か
ら
20
日
（
日
）
ま
で
、
Ｎ
Ｙ

市
内
各
地
で
開
催
さ
れ
る
。　

　

２
０
０
３
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
こ
れ
ま

で
何
十
万
人
も
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
が
参
加
し
、
建
築
家
・
歴

史
家
・
保
護
活
動
家
・
学
芸
員

ら
が
案
内
す
る
ツ
ア
ー
を
通
じ

て
、
こ
の
街
へ
の
理
解
を
深
め

て
き
た
。
今
回
も
、
都
市
の
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
新
し

い
高
層
ビ
ル
や
、
発
電
所
な
ど

の
公
共
事
業
施
設
、
最
先
端
の

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
の
ス
タ
ジ
オ
ほ
か
、
市

内
５
区
に
あ
る
２
０
０
か
所
以

上
の
場
所
を
特
別
公
開
し
、
舞

台
裏
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
る
。

　

参
加
費
無
料
（
一
部
有
料
）。

特
別
公
開
さ
れ
る
会
場
の
リ
ス

ト
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://ohny.org/

を
参
照
。

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

Ｎ
Ｙ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

・免責事項・

本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。

We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.

http://kiku-ny.com
https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:tmamoru@msn.com
tel:9176780297
mailto:info@precious-piece.com
https://ohny.org/
https://ohny.org/
https://ohny.org/
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EVENT
■第 121・122回ジャパンフェス＝ 10/12　
Overpeck County Park, NJ (Amphitheater 
A re a )、1 0 / 1 3　U p p e r  We s t  S i d e 
(Broadway, 75th - 76th St)　10:00 ～
18:00　人気の日系ストリートフェア。お
弁当からドリンク、デザートまで日本の
味が楽しめる。12日はニュージャージー
のオーバーペック郡立公園にて開催。
詳細は https://www.japanfes.com
■ NYCオフブロードウエーウィーク＝
10/13まで  市内の各劇場　チケット購入
時にコード「OBW24」を入れると、１枚
の値段で２枚のチケットが手に入る毎年
恒例のお得なプロモーション。参加作品
は「ブルーマン」、酔っ払いキャストがウ
イスキーを飲んでシェイクスピア劇を上
演する「Drunk Shakespeare」、タイタニッ
クのパロディー「Titanique」など 30作。
詳細は https://www.nyctourism.com/off -
broadway-week/
■第 80回コロンバスデー・パレード＝
10/14  11:30  Fifth Ave.(bet 44th to 72nd 
St)　毎年 10月の第 2月曜はコロンバス
デー。探検家のコロンブスを称える大規
模なパレードが行われる。マーチングバ
ンドやフロートなど 100以上のグループ
のほか、警察や海兵隊など 3万人以上が
パレードに参加する。
詳細は https://columbuscitizens.org
■東京女子大・津田塾大合同同窓会＝
10/20  14:00  NY日系人会（49 W 45th 
St, 5F）NYで活動する映像作家・溝口
尚美さんを招き、溝口さん制作のドキュ
メンタリー映画「Ainu　ひと」の上映が
行われる。懇親会もある。家族・友人の
同行も歓迎。会費＄30。申し込みは電話
かテキストメッセージにて、917・846・
5883（東京女子大学・竹田さん）、908・
370・4391（津田塾大学・宮岡さん）まで。
■第 17回 NY・ワイン＆フード・フェス
ティバル＝ 10/17～ 20　ブルックリン・
アーミー・ターミナルのインベスコ QQQ
フェスティバル・キャンパスで開催。期
間中は試飲・試食会のほか、人気シェフ
による食事会・クッキングクラス、ライ
ブコンサート、ダンスパーティなど約 80
のイベントが行われる。入場料はイベン
トによって異なる。
詳細は https://nycwff .org/

CLASS/SEMINAR
■河合塾・帰国生大学入試説明会 2024
＝ 10/20・11/3・17・12/1・15　13:00
～ 15:00  帰国生大学入試の概況と今後の
受験対策を解説するオンラインセミナー。
帰国生大学入試を熟知し、長年北米で受
験生の指導をしている進学アドバイザー
が分かりやすく説明する。申し込みは
https://forms.office.com/r/6XcBRr3hB5
から。

MUSIC
■ウクライナ合唱団ドゥムカ・オブ・
ニューヨーク創立 75周年記念ガラ・コ
ンサート＝ 10/13　15:00  NYU Skirball
（566 LaGuardia Place）ウクライナの伝
統的な作品と現代的な作品の両方に焦点
を当て、世界各国から著名なアーティス
トが出演する。日本からはバイオリニス
トの川井郁子さんが参加する。入場料：
＄30～ 125
詳細は https://tickets.nyu.edu/dumka

THEATRE/DANCE 
■第 62回 NY映画祭＝ 10/13まで　リン
カーンセンターほか市内 5区の劇場　世
界各国から選ばれたメイン部門の 32作
品、注目新作、ドキュメンタリー、実験
映画、回顧展など多彩な映画を一挙に上
映する。日本からは空音央監督の初長編
劇映画『HAPPYEND』がメイン部門に選
ばれた。近未来の日本の高校を舞台に、
監視社会体制に抵抗する高校生グループ
の揺れ動く友情を描く青春映画。
詳細は https://www.fi lmlinc.org/nyff 2024/
■ウクライナ国立バレエ NY 公演＝
10/15・16  19:30  New York City Center
（131 W 55th st）ウクライナ国立バレエ
（旧キエフ・バレエ）のソビエト連邦解体
後 30年以上ぶりとなる USツアー NY公
演。「瀕死の白鳥」「ドン・キホーテ」「ジ
ゼル 」などを上演。特別ゲストとして華
やかな衣装をまとった 44人のシュムカ・
ダンサーズが民族舞踊を披露する。チケッ
トやグッズ、個人からの寄付など、収益
の一部は戦争で被害を受けたウクライナ
の家族に送られる。入場料：＄45～。
詳細は https://nationalukraineballet.com/

ART
■書道家・井上理白個展＝ 10/22～ 27　
Gallery Max NY（552 Broadway, #401）
NYと日本を拠点に活動する書道家の作
品展。仏教と書道との深い関係性、書の
持つ線の美しさを追求し、書道の真髄、
創造の言霊（魂）を伝えたいと意欲的に
活動している。入場無料。レセプション
パーティーは 10/27午後 2時～ 5時、午
後３時からはパフォーマンスも行われる。
詳細は http://gallerymaxny.com/

　

表
千
家
流
茶
道
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
が
19
日
（
土
）

に
ノ
ー
ス
セ
ー
ラ
ム
に
あ
る
ハ

モ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（28 

Deveau Rd, North Salem

）
で
開
催
さ
れ
る
。
季
節
の
移
ろ

い
を
眼
に
留
め
る
日
本
庭
園
に

佇
む
茶
室
「
栁
翠
軒
」
に
て

表
千
家
流
茶
道
の
薄
茶
と
お

菓
子
を
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト

で
、
時
間
は
正
午
12
時
、
午
後

１
時
15
分
、
午
後
２
時
30
分

か
ら
の
３
席
を
用
意
し
て
い

る
。
茶
の
湯
は
日
常
の
中
の
非

日
常
、
常
の
生
活
を
彩
る
も
の

と
し
て
の
茶
の
湯
を
紹
介
す

る
。
茶
会
は
七
原
純
子
氏
に
よ

り
進
め
ら
れ
る
。
参
加
費
20
ド

ル
。
定
員
は
各
回
と
も
に
15

人
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ
ー

ルnanahara@optonline.net

（
七
原
さ
ん
）
ま
で
。
申
し
込

み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.hammondmu-
seum.org/event-details/au-
tumn-tea-ceremony-demon-
stration

を
参
照
す
る
。

秋のお茶会開催
ハモンドミュージアムで 19日に

表千家流茶道
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今
回
は
、
も
う
す
ぐ
58
歳
に

な
る
自
分
の
こ
と
を
書
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
介
護
を
受
け
る

に
は
ま
だ
ま
だ
先
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
周
り
を
見
渡
し
て
み
る

と
同
年
齢
か
そ
れ
よ
り
も
若
い

の
に
介
護
を
受
け
た
り
、
障
害

を
負
っ
た
り
さ
れ
る
方
も
ち
ら

ほ
ら
見
え
て
き
て
い
る
の
で
、

決
し
て
他
人
事
と
せ
ず
、
い
つ

ど
こ
で
自
分
も
な
る
と
想
定
し

て
、
そ
し
て
介
護
予
防
と
し
て

ど
う
取
り
組
む
か
考
え
る
こ
と

は
早
す
ぎ
は
し
な
い
と
思
い
、

日
本
の
介
護
事
情
を
踏
ま
え
て

書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
周
り
か
ら
は
本
当
の

年
齢
よ
り
15
歳
ほ
ど
若
く
み
ら

れ
ま
す
が
、
実
は
同
級
生
と
同

じ
く
、
年
齢
相
応
か
、
そ
れ
以

上
に
老
化
が
進
ん
で
い
る
の

が
、
内
臓
同
士
を
繋
ぐ
血
管
や

血
液
の
状
態
が
、
年
に
一
度
の

健
康
診
断
の
数
値
に
一
喜
一
憂

す
る
ば
か
り
で
す
。
外
見
も
私

の
後
頭
頂
は
薄
く
な
り
、
顔
の

シ
ミ
は
年
々
濃
く
な
り
、
視
力

で
は
ス
マ
ホ
の
文
字
が
霞
ん
だ

り
、
線
が
歪
ん
で
見
え
た
り
、

体
力
も
21
時
を
過
ぎ
る
と
眠
く

て
、
そ
の
日
の
体
力
は
も
う
残

っ
て
い
な
い
始
末
。
ち
ょ
っ
と

数
年
前
ま
で
は
夜
中
ま
で
飲
ん

で
い
て
も
翌
朝
ケ
ロ
リ
と
起
き

ら
れ
て
い
た
の
が
も
う
魂
が
抜

け
た
み
た
い
に
２
、３
日
引
き

ず
り
ま
す
も
ん
ね
。
こ
れ
を
も

う
「
老
化
」
と
し
て
諦
め
、
順

応
し
て
い
く
も
の
な
の
か
。
な

ん
と
か
抵
抗
し
て
、「
今
で
き

る
こ
と
」
を
少
し
で
も
延
ば
し

て
い
く
か
。
い
や
い
や
、
そ
の

上
を
目
指
す
べ
く
、
で
き
な
く

な
っ
た
こ
と
や
見
た
目
も
修
復

さ
せ
て
若
返
り
さ
せ
る
べ
き
な

の
か
。「
諦
め
」「
維
持
」「
修
復
」

の
ど
れ
を
選
ぶ
べ
き
か
。

　

私
は
、
３
つ
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
取
り
入
れ
て
み
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
ま
ず
は
修
復
。
毎
朝

１
リ
ッ
ト
ル
の
水
と
オ
ー
ト
フ

ァ
ジ
ー
ダ
イ
エ
ッ
ト
（
１
日
16

時
間
の
断
食
）
で
臓
器
を
休

め
、
変
性
タ
ン
パ
ク
質
や
不
良

ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
、
病
原
性
細

菌
等
を
分
解
浄
化
さ
せ
て
臓
器

の
修
復
。
さ
ら
に
、「
認
知
症

の
原
因
は
脳
の
萎
縮
だ
け
で
は

な
い
、腸
内
環
境
の
改
善
か
ら
」

を
意
識
し
た
食
物
摂
取
。
そ
し

て
、
維
持
に
つ
い
て
は
、
歯
治

療
に
１
２
０
万
円
（
８
０
０
０

ド
ル
）
以
上
か
け
て
「
80
歳
で

も
20
本
の
自
歯
で
い
る
」
た
め

の
歯
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
。
歯
は

将
来
の
嚥
下
の
健
康
に
も
影
響

し
ま
す
し
、
今
の
見
た
目
も
大

事
で
す
か
ら
ね
。
た
だ
、
見
た

目
で
諦
め
た
の
は
、
ハ
ゲ
治
療

は
せ
ず
、
全
体
を
ほ
ぼ
坊
主
に

し
て
、
顔
の
シ
ミ
も
触
ら
な

い
、「
個
性
や
」
と
思
っ
て
治

さ
な
い
こ
と
に
し
ま
し
た
。
自

分
で
も
周
り
で
も
順
応
さ
せ
て

い
き
ま
す
。
諦
め
て
も
死
な
な

い
程
度
の
も
の
は
放
置
し
て
、

も
っ
と
大
人
に
な
っ
て
治
さ
な

い
と
い
け
な
い
お
金
の
た
め
に

老
化
防
止
の
た
め
に
私
が
す
る
こ
と

回
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
「
見
た
目
こ
そ
大
事
」「
見

た
目
は
メ
ラ
ビ
ア
ン
の
法
則
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
相
手

を
説
得
す
る
55
％
の
要
素
と
な

る
」
と
も
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ

れ
を
凌
駕
す
る
も
の
が
「
笑
顔

の
オ
ー
ラ
と
み
な
ぎ
る
元
気
パ

ワ
ー
」
だ
と
思
い
ま
す
。
ハ
ゲ

て
も
シ
ミ
が
あ
っ
て
も
そ
れ
を

気
に
さ
せ
な
い
ほ
ど
の
も
の
に

な
り
う
る
は
ず
で
す
。
恥
ず
か

し
な
が
ら
、
今
回
は
私
の
こ
と

を
書
く
と
宣
言
し
た
の
で
、
こ

れ
も
健
康
維
持
か
な
と
確
信

し
て
い
る
こ
と
な
の
で
、
こ

こ
だ
け
の
話
に
し
て
お
き
ま

す
が
、
夜
寝
る
前
の
「
愛
し
て

る
」
の
言
葉
も
13
年
以
上
続
け

て
い
ま
す
。
誰
に
言
っ
て
る
っ

て
？
（
笑
）。
寝
る
前
に
笑
顔

に
な
る
っ
て
本
当
に
大
事
で
す

っ
て
。
近
々
（
連
載
２
０
０
回

ま
で
に
）、
私
の
コ
ラ
ム
写
真

も
13
年
ぶ
り
に
新
調
し
ま
す
か

ね
（
笑
）。 

　

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル

プ
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業

者
連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　

ブ
ロ
ン
ク
ス
動
物
園
は
、
98

回
目
と
な
る
今
年
の
メ
イ
シ
ー

ズ
の
感
謝
祭
パ
レ
ー
ド
に
初
め

て
フ
ロ
ー
ト
で
参
加
す
る
こ
と

を
発
表
し
た
。
同
動
物
園
は

開
園
１
２
５
周
年
を
記
念
し

て
、
出
展
フ
ロ
ー
ト
を
「
ワ
ン

ダ
ラ
ス
・
ワ
ー
ル
ド
・
オ
ブ
・

ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
（
野
生
生
物

の
素
晴
ら
し
い
世
界
）」
と
名

付
け
た
。
同
パ
レ
ー
ド
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ダ

ン
・
ダ
ビ
ー
氏
は
声
明
で

「
ブ
ロ
ン
ク
ス
動
物
園
と

感
謝
祭
パ
レ
ー
ド
は
、
Ｎ

Ｙ
の
象
徴
と
し
て
世
界
中

の
観
光
客
た
ち
の
心
を
捉

え
て
き
た
。
新
フ
ロ
ー
ト

に
は
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
動
物

園
の
飼
育
や
野
生
動
物
保

護
に
対
す
る
献
身
が
巧
妙

に
込
め
ら
れ
て
い
る
」
と

伝
え
て
い
る
。
同
動
物
園

の
１
２
５
周
年
を
記
念

し
た
特
別
展
示
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

bronxzoo.com

参
照
。

初
の
パ
レ
ー
ド
参
加

ブ
ロ
ン
ク
ス
動
物
園

http://brooklyntime.net
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
https://tickets.nyu.edu/dumka
https://nationalukraineballet.com/
http://gallerymaxny.com/
mailto:nanahara@optonline.net
mailto:nanahara@optonline.net
mailto:nanahara@optonline.net
https://www.japanfes.com
https://columbuscitizens.org
https://nycwff
https://forms.office.com/r/6XcBRr3hB5
https://bronxzoo.com
https://bronxzoo.com
https://bronxzoo.com
https://www.hammondmuseum.org/event-details/autumn-tea-ceremony-demonstration
https://www.nyctourism.com/off-broadway-week/
https://www.filmlinc.org/nyff2024/
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　 「
ジ
ョ
ー
カ
ー
」（
２
０
１
９

年
）
の
続
編
。
ピ
エ
ロ
の
バ

イ
ト
で
生
活
す
る
ア
ー
サ
ー
・

フ
レ
ッ
ク
が
社
会
の
隅
に
追

い
や
ら
れ
、
殺
人
鬼
ジ
ョ
ー

カ
ー
に
変
貌
し
て
か
ら
2
年
。

死
刑
求
刑
が
確
実
な
裁
判
に

臨
む
ア
ー
サ
ー
の
生
活
ぶ
り

と
彼
が
思
い
が
け
ず
に
出
会

っ
た
ハ
ー
レ
ー
・
ク
イ
ン
と

の
狂
気
の
恋
が
語
ら
れ
る
。 

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
仕
立
て
の

心
理
ス
リ
ラ
ー
と
い
う
変
わ

っ
た
ジ
ャ
ン
ル
で
ク
イ
ン
に

扮
す
る
レ
デ
ィ
・
ガ
ガ
と
ジ

ョ
ー
カ
ー
の
ホ
ワ
キ
ン
・
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
歌
う
場
面
が

随
所
に
挿
入
さ
れ
、
や
や
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
の
比
重
が
大
き

い
。
前
作
に
比
べ
て
殺
人
場

面
な
ど
目
に
見
え
る
残
虐
さ

は
抑
え
気
味
だ
が
悲
痛
、
絶

望
と
い
っ
た
内
面
の
残
酷
さ

が
増
幅
さ
れ
、
暗
さ
で
押
し

つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
雰
囲
気
が

漂
う
。 

　

ア
ー
サ
ー
は
逮
捕
後
ア
ー

カ
ム
州
立
病
院
に
収
容
さ
れ

裁
判
を
待
っ
て
い
る
。
矯
正

施
設
の
よ
う
な
も
の
で
環
境

は
劣
悪
か
つ
看
守
は
暴
力
的

だ
。
げ
っ
そ
り
や
せ
細
り
、

ピ
エ
ロ
姿
で
闊
歩
し
た
あ
の

ジ
ョ
ー
カ
ー
の
面
影
は
な
い
。 

　

弁
護
士
の
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト

（
キ
ャ
サ
リ
ン
・
キ
ー
ナ
ー
）

は
殺
人
を
犯
し
た
の
は
ア
ー

サ
ー
の
中
に
い
る
も
う
一
人

の
人
物
ジ
ョ
ー
カ
ー
な
の
だ

と
い
わ
ゆ
る
多
重
人
格
を
理

由
に
「
精
神
障
害
に
よ
る
無

罪
」
を
勝
ち
取
る
戦
略
だ
が
、

ア
ー
サ
ー
自
身
の
反
応
は
鈍

い
。
事
件
を
き
っ
か
け
に
社

会
へ
の
不
満
を
募
ら
せ
る

人
々
の
代
弁
者
と
し
て
祭
り

上
げ
ら
れ
た
も
の
の
、
ア
ー

サ
ー
に
は
将
来
の
希
望
も
な

く
「
生
き
た
い
」
と
い
う
情

熱
が
無
く
な
っ
て
い
た
か
ら

だ
。 

　

し
か
し
変
化
が
訪
れ
る
。

あ
る
日
、
ア
ー
サ
ー
は
病
院

内
で
合
唱
グ
ル
ー
プ
に
参
加

す
る
ハ
ー
レ
ー
・
ク
イ
ン
に

出
会
い
、
二
人
は
恋
に
落
ち

た
。
明
ら
か
に
ア
ー
サ
ー
の

顔
に
は
微
笑
み
が
戻
り
、
見

違
え
る
よ
う
に
覇
気
が
感
じ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た

だ
し
、
ク
イ
ン
の
ア
ー
サ
ー

に
対
す
る
想
い
に
は
ど
こ
か

屈
折
し
た
感
情
が
入
り
混
じ

っ
て
い
た
。 

　

ク
イ
ン
と
の
未
来
を
切
望

す
る
ア
ー
サ
ー
は
ス
チ
ュ
ワ

ー
ト
を
解
任
し
、
自
身
が
弁

護
人
に
な
る
こ
と
を
選
ぶ
。

し
か
も
ジ
ョ
ー
カ
ー
姿
で
。

ア
ー
サ
ー
は
ジ
ョ
ー
カ
ー
の

格
好
を
し
て
い
る
時
は
驚
く

ほ
ど
自
信
に
満
ち
溢
れ
て
い

た
。
2
年
前
の
あ
の
時
の
よ

う
に
。2
時
間
13
分
。Ｒ
。（
明
） 

Joker: 
Folie à Deux 
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動
画
予
告

 

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ジ
ョ
ー
カ
ー
が
描
い
た
夢 

 ■上映館■
Regal Times Square 

247 W. 42nd St. 
AMC Empire 25 

234 West 42nd St. 
AMC 34th Street 14 

312 W. 34th St. 

アーサー（フェニックス）はクイン（レディ・ガガ）に恋をした 
　

日
本
在
住
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

シ
ア
カ
章
子
の
個
展
「 ON 

THE PLANET 

」
が
９
日
か

ら
11
月
12
日
（
火
）
ま
で
、
金

融
街
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ン
タ
ー (

メ
イ
デ
ン
レ
ー
ン

80
番
地
14
階
）
に
て
開
催
さ
れ

る
。「
無
限
の
時
間
と
空
間
」

を
テ
ー
マ
に
今
年
描
い
た
新
作

15
点
を
展
示
す
る
。
シ
ア
カ
は

「
時
間
や
空
間
の
無
限
に
続
く

広
が
り
を
画
面
に
描
い
た
。
日

本
人
の
宇
宙
論
的
思
考
を
作
品

に
し
た
い
と
『
空
』
の
概
念
を

も
と
に
時
空
を
と
ら
え
て
作
品

に
込
め
た
。
仏
画
に
み
る
宇
宙

は
魂
の
居
所
の
よ
う
に
思
え
、

魂
の
持
つ
時
間
や
空
間
を
描
き

た
い
と
思
っ
た
」
と
話
し
て
い

る
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
は
９
日
（
水
）
午
後
５
時

か
ら
７
時
ま
で
。

　

シ
ア
カ
は
１
９
９
０
年
に
多

摩
美
術
大
学
油
画
科
を
卒
業

後
、
大
谷
地
下
美
術
館
や
世
田

谷
美
術
館
で
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ

ョ
ン
や
レ
リ
ー
フ
作
品
な
ど
を

発
表
。
90
年
か
ら
92
年
に
か
け

て
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
と
し
て
世

界
を
巡
り
歩
き
、
シ
チ
リ
ア
の

街SIACCA

で
の
静
か
で
力
強

い
景
観
に
魅
か
れ
、
作
家
名
を

シ
ア
カ
と
し
た
。
帰
国
後
は
千

葉
県
九
十
九
里
に
工
房
を
開

設
。
２
０
１
６
年
に
は
東
京
・

銀
座
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
シ
ア
カ
を

開
業
し
た
。
画
業
も
精
力
的
に

こ
な
し
、
国
立
新
美
術
館
で
の

年
次
展
参
加
の
ほ
か
、
毎
年
多

数
回
の
個
展
・
グ
ル
ー
プ
展
で

新
作
を
発
表
し
続
け
て
い
る
。

入
場
無
料
。
問
い
合
わ
せ
・

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トwww.

artspheres.org/contact 

を

参
照
す
る
。

シ
ア
カ
章
子 

個
展

魂
の
時
空  ON THE PLANET

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
で

The Sky, 2024, 16 x 20 inches

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
、
レ
オ
ナ
ー
ト
古
川
文

香
の
小
作
品
を
集
め
た
展
覧
会

「
小
さ
き
も
の
た
ち
へ
」
が
10

月
31
日
（
木
）
か
ら
11
月
10
日

（
日
）
ま
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

ワ
ン
ト
ウ
ェ
ン
テ
ィ
ー
エ
イ
ト

（
リ
ビ
ン
グ
ト
ン
通
り
１
２
８

番
地
）
に
て
開
催
さ
れ
る
。
同

展
で
は
、
ハ
ム
ス
タ
ー
や
赤
ず

き
ん
の
少
女
な
ど
を
主
人
公
に

し
、
古
川
が
誰
の
心
に
も
残
る

子
供
時
代
の
不
安
定
な
感
情
を

テ
ー
マ
に
描
い
た
ド
ロ
ー
イ
ン

グ
や
絵
画
を
展
示
す
る
。ま
た
、

ゲ
ス
ト
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
尾
崎
斗

紀
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
オ
ブ
ジ

ェ
や
織
物
作
品
も
同
時
展
示
さ

れ
る
。
尾
崎
の
作
品
は
、
訪
れ

た
場
所
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ

た
抽
象
的
な
風
景
を
描
き
、
不

確
か
さ
や
歪
ん
だ
記
憶
、
懐
か

し
さ
を
表
現
し
て
い
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は

木
・
金
曜
が
午
後
１
時
か
ら

７
時
、
土
日
が
正
午
か
ら
午

後
６
時
ま
で
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
11
月

２
日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら

６
時
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ

ー

ルayakohfurukawa@
gmail.com

ま
で
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

galleryonetwentyeight.
org/

を
参
照
す
る
。

レオナート古川文香
「小さきものたちへ」

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
mailto:meiseimotors@aol.com
https://hinomaru-limo.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.artspheres.org/contact
http://www.artspheres.org/contact
http://www.artspheres.org/contact
http://www.artspheres.org/contact
https://www.galleryonetwentyeight.org/


　

テ
レ
ビ
や
新
聞
報
道
な
ど
で

大
き
な
量
を
表
す
と
き
、
よ

く
「
東
京
ド
ー
ム
1
杯
分
」
と

い
う
言
い
方
を
す
る
。
そ
う
言

わ
れ
て
、
な
る
ほ
ど
大
体
あ
の

く
ら
い
か
と
思
え
る
人
は
ど
れ

ほ
ど
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
東
京

に
住
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人
な
ら

東
京
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
や
巨
人
戦
を
観
に
行
っ

た
経
験
か
ら
何
と
な
く
わ
か
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
一
度
も

東
京
に
来
た
こ
と
の
な
い
人

な
ら
？
と
思
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
野
球
の
ス
タ
ジ
ア
ム
だ
か

ら
大
き
い
こ
と
に
違
い
は
な
い

だ
ろ
う
が
、
実
際
の
建
築
面
積

は
４
万
６
７
５
５
平
方
メ
ー
ト

ル
、
容
積
は
約
１
２
４
万
立
方

メ
ー
ト
ル
だ
と
い
う
。「
東
京

ド
ー
ム
５
杯
分
の
ビ
ー
ル
」
と

「
６
２
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の

ビ
ー
ル
」
だ
と
ど
ち
ら
が
想
像

し
や
す
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み

に
関
西
で
は
「
大
阪
ド
ー
ム
何

杯
分
」
と
言
う
こ
と
も
あ
る
そ

う
だ
が
、
大
阪
ド
ー
ム
の
容
積

は
１
２
０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
と

東
京
ド
ー
ム
よ
り
少
し
小
さ
い

と
の
こ
と
。

　

本
書
で
は
、
数
多
く
の
モ
ノ

の
単
位
に
関
す
る
話
題
が
そ
の

由
来
や
経
緯
と
と
も
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
日
頃
な
に
げ
な
く

耳
に
す
る
け
れ
ど
、
な
か
な
か

理
解
で
き
な
い
・
説
明
で
き
な

い
身
の
回
り
の
単
位
に
つ
い
て

１
０
０
以
上
の
話
題
が
短
い
文

章
で
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
気

軽
に
読
め
る
の
で
、
通
勤
途
中

や
ト
イ
レ
に
置
い
て
お
い
て
パ

ラ
っ
と
め
く
っ
て
楽
し
む
こ
と

も
で
き
そ
う
な
本
で
あ
る
。

　

ま
た
、
単
位
に
は
人
類
の
知

恵
と
歴
史
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ

と
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
太

古
の
昔
、
古
代
人
の
誰
か
が
、

長
さ
や
容
量
の
単
位
を
考
え
出

し
た
と
こ
ろ
か
ら
人
類
の
文
明

は
出
発
し
た
。
も
し
単
位
が
無

け
れ
ば
、
農
作
物
の
収
穫
量
を

把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

し
、
物
々
交
換
の
基
準
を
定
め

る
こ
と
も
不
可
能
だ
。

　

本
書
を
読
む
と
そ
れ
ぞ
れ
の

単
位
は
文
化
と
文
明
の
縮
尺
の

よ
う
な
も
の
だ
と
実
感
で
き
る

と
と
も
に
、
自
分
で
は
結
構
知

っ
て
い
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、

こ
ん
な
に
も
知
ら
な
い
単
位
が

あ
る
と
は
、
と
驚
愕
す
る
。
後

半
に
は
30
ペ
ー
ジ
以
上
に
わ
た

っ
て「
正
し
い
モ
ノ
の
数
え
方
」

が
リ
ス
ト
掲
載
さ
れ
て
い
て
、

ス
イ
カ
は
１
玉
、
ぶ
ど
う
は
１

房
、
で
は
キ
ャ
ベ
ツ
は
？ 

屏

風
は
１
双
、
提
灯
は
１
張
、
で

は
鎧
（
よ
ろ
い
）
は
？ 

な
ど

と
友
人
た
ち
と
の
他
愛
の
な
い

会
話
の
な
か
で
、
知
っ
た
か
ぶ

っ
て
ク
イ
ズ
を
出
せ
そ
う
で
あ

る
。
ま
た
、「
な
ぜ
＄
と
書
い

て
ド
ル
と
読
む
の
か
」「
環
境

汚
染
問
題
で
登
場
す
るppm

と
は
何
の
略
か
」「
気
圧
の
単

位
が
ミ
リ
バ
ー
ル
か
ら
ヘ
ク
ト

パ
ス
カ
ル
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ

か
」
な
ど
の
よ
う
な
話
題
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地

震
が
起
き
た
際
に
発
表
さ
れ
る

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
に
つ

い
て
は
、
そ
の
計
算
方
法
が
世

界
各
国
で
異
な
っ
て
い
る
た
め

同
じ
地
震
で
も
国
に
よ
っ
て
評

価
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
。
東
日

本
大
震
災
は
Ｍ
９
だ
っ
た
が
、

Ｍ
９
は
Ｍ
７
の
１
０
０
０
倍
に

あ
た
る
凄
ま
じ
さ
。
Ｍ
12
の
地

震
が
起
き
た
ら
地
球
は
２
つ
に

割
れ
て
し
ま
う
と
い
う
。

　

著
者
の
「
話
題
の
達
人
倶
楽

部
」
と
は
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
話

題
か
ら
高
尚
な
ジ
ャ
ン
ル
ま

で
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
情
報
を

網
羅
し
、
常
に
話
題
の
中
心
を

追
い
か
け
る
柔
軟
思
考
型
プ
ロ

集
団
な
の
だ
そ
う
。
著
作
は
ほ

か
に
『
で
き
る
大
人
の
モ
ノ
の

言
い
方
大
全
』
や
『
大
人
の
語

彙
力
が
面
白
い
ほ
ど
身
に
つ
く

本
』
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
雑
学
、

ネ
タ
や
う
ん
ち
く
な
ど
、
知
っ

て
い
て
損
は
な
い
話
題
に
溢
れ

た
書
籍
を
数
多
く
発
行
し
て
い

る
。　
　
　
　
（
高
田
由
起
子
）

 奥深い「単位の世界」を学ぶ
話題の達人倶楽部・著

 青春出版社・刊

■今日はいい天気ですね。れんげ荘物語（群ようこ、ハル
キ文庫）早期退職し、相変わらず月10万円で慎ましい生
活を送るキョウコ。日々のささやかな楽しみは、散歩です
れ違う動物や、兄夫婦の家にいるネコ3匹、「れんげ荘」
の住人・チユキさんの彼が飼うイヌたちの存在だ。ロング
セラー「れんげ荘」シリーズ第7弾。■ヨーロッパ近世
史（岩井淳、ちくま新書）ヨーロッパ史においての「近世」
である宗教改革からフランス革命にかけてのこの時期は

「近代」の準備段階とみなされ、「長い中世」の一部とされ
てきた。だが近年、中世とも近代とも異なる独自の時代と
して近世を位置づける動きが広がっている。人やモノのグ
ローバルな移動に注目し複雑なうねりを説明する。■イー
ロン・ショック（笹本裕、文藝春秋）Twitter Japanの社長
だった著者が、イーロン・マスクによる買収完了後から退
職するまでの215日に起きた激震。一言で言えば、「破壊」
だった。リストラ、支払い停止、見えない指針など、外資
系企業を渡り歩いた著者がその時見たものを綴る。■ごき
げんになる技術（佐久間宣行、集英社）テレビプロデュー
サーとして地上波番組や配信コンテンツを数多くヒットさ
せ、ラジオパーソナリティにバラエティ番組MCと、メディ
アのジャンルを超えて活躍する著者。日本のエンタメ界を
牽引する著者だからこそ磨きあげられた「自分をすり減ら
さず生きる81の視点」を公開する。■残照の頂　続・山女日記（湊かなえ、
幻冬舎文庫）亡き夫への後悔を抱く女性と、人生の選択に迷う会社員。失踪
した仲間と、共に登る仲間への特別な思いを胸に秘める音大生。日々の思い
を噛み締めながら一歩一歩山を登る女たち。山頂から見える景色はつらかっ
た過去を肯定し、これから行くべき道を教えてくれる。ドラマ化もされた幅
広い層に支持されたベストセラー。■知的戦闘力を高める　独学の技法（山
口周、日経B P）独学で経営学を勉強しながらコンサルタントとして活躍し、
今は独立研究者として注目を集める著者の、骨太でしなやかな知性を身につ
ける、武器としての知的生産術。戦略からインプット、抽象化・構造化、ストッ
クまで、知識を「使いこなす」最強の独学システムを公開する。（高橋冨美枝）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
「
れ
ん
げ
荘
」
シ
リ
ー
ズ
第
７
弾
。「
近
世
」
と
は
い
か
な
る
時
代
か
。

あ
の
と
き
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
何
が
起
き
た
の
か
。
ブ
レ
な
い
メ
ン
タ
ル
の
整
え
方
。
悩
み
を

抱
え
る
女
性
た
ち
が
見
る
山
頂
の
景
色
。
武
器
と
し
て
の
知
的
生
産
術
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

Ｎ
Ｙ
在
住
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心

理
学
者
・
松
村
亜
里
『
う
ま
く

い
か
な
い
人
間
関
係
逆
転
の
法

則
』
出
版
記
念
ト
ー
ク
＆
サ
イ

ン
会
が
、
11
月
１
日
（
金
）
午

後
３
時
か
ら
紀
伊
國
屋
書
店
Ｎ

Ｙ
本
店
（
６
番
街
41
丁
目
）
地

下
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で
開
催

さ
れ
る
。

　

松
村
は
医
学
博
士
・
臨
床
心

理
士
・
認
定
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
心

理
学
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー

で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
研
究
所
（https://

lifebalanceny.org/
）

と
、

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ロ
ンAri’s 

Academia

を
主
催
。
Ｎ
Ｙ
で

は
じ
め
た
一
般
向
け
の
心
理

学
講
座
が
人
気
と
な
り
、
現
在

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
世
界
中
に
発

信
。
参
加
費
27
ド
ル
（
サ
イ
ン

入
り
書
籍
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ッ

ク
マ
ー
ク
込
み
）、
著
者
と
の

写
真
撮
影
や
先
着
20
人
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
進

呈
。
定
員
25
人
。
ト
ー
ク
＆
サ

イ
ン
会
後
に
ア
フ
タ
ー
パ
ー
テ

ィ
ー
あ
り
。
詳
細
は https://

resast.jp/events/972846

松
村
亜
里
さ
ん
が

ト
ー
ク
＆
サ
イ
ン
会

NY 紀伊國屋書店で
11 月１日
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